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予算特別委員会 ３月１４日（金）                    １０時００分 

 

審査の経過概要 

 

  （健康増進課入室） 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

一昨日に引き続き、予算特別委員会を開会いたします。 

 

○議案第２３号平成２６年度阿久根市一般会計当初予算 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

それでは日程表にしたがい、議案第２３号を議題とし、健康増進課所管の事項から審査に

入ります。 

健康増進課長の説明を求めますが、説明は所管の予算内容、新規事業等について、簡潔明

瞭にお願いします。 

佐潟健康増進課長 

それでは、議案第２３号平成２６年度阿久根市一般会計当初予算のうち健康増進課所管分

の主なものについて御説明いたします。 

平成２６年度の健康増進課に係る一般会計の予算は、歳入額で２億１２０万９千円であり、

今年度比５７６万６千円の増額。歳出額は１４億６，１４３万３千円であり、今年度比３，

９０４万９千円の増額となっております。その主な理由は、介護給付費の増額に伴う一般会

計から介護保険特別会計へ繰り出す負担分であります。 

なお、一般会計から特別会計への繰出金総額は、９億１，３４０万３千円であり、今年度

比３，６９２万７千円の増額であります。 

それでは、一般会計当初予算書の５５ページをごらんください。歳出予算から、その主な

内容について御説明申し上げます。 

第３款民生費１項１目社会福祉総務費２８節繰出金は国民健康保険特別会計への繰出金で

あり、事業勘定分として３億４，５７６万１千円は、対前年度３８１万円の増額であり、増

額の主な理由としましては、保険基盤安定分の負担分が５３４万９千円であります。その内

訳は、保険基盤安定分が９，５００万円、職員給与費等分が６，３８３万２千円、出産育児

一時金分が７５６万円、財政安定化支援事業分が１億７，９３６万９千円で、法定外分とし

ては１億２，１６３万円であり、対前年度７８５万３千円の減額になります。また、直営診

療施設勘定として、６６万円は診療所基金の取り崩しで不足する財源として新たに繰り出す

ものであります。 

次は５９ページをお願いします。３目老人福祉費２８節繰出金は、介護保険特別会計への

繰出金であり、対前年度２，１６６万６千円の増額で、増額の主な理由としましては、介護

給付費の伸びに対する負担分が２，４５５万４千円であります。事業勘定分として、４億２，

２４０万５千円、介護サービス事業勘定として５７０万６千円繰り出すものであります。 

次は６０ページと６１ページです。８目後期高齢者医療費は、保険者である鹿児島県後期

高齢者医療広域連合への負担金等であり、広域連合が算出した平成２６年度の阿久根市の療

養給付見込みは約４６億６，６２０万円であります。広域連合には、一般会計と特別会計が

あり、その一般会計の負担金として、広域連合の組織運営に要する共通経費として１６９万

６千円、特別会計のその他負担金として、広域連合の人件費などを含めた保険給付に要する

共通経費分が８９６万８千円であります。この負担金は県内各市町村が均等割１０％、高齢

者人口割５０％、人口割４０％で負担するものです。また、次のページの一番上の説明欄、

後期高齢者広域連合療養給付費３億８，８８５万円は、阿久根市の後期高齢者医療被保険者

に係る療養給付費に要する経費の市の負担分として、１２分の１分を計上したものでありま

す。総額として、対前年度７３１万５千円の減額であります。２８節繰出金１億３，８８７
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万１千円は、保険基盤安定分と事務費分の合計額であります。 

次に、６７ページ第４款衛生費でありますが、市民の方々が「健康でいきいきと暮らせる

まち」を目指して、健康づくりのために、平成１８年に阿久根市健康増進計画「あくね元気

プラン」を策定し、「自分の健康は自分でつくる」という基本的な考え方のもとに事業を遂

行しています。対象となる市民の方々は、基本的には全市民でありますが、健診対象や予防

接種対象によって区分し事業を行っています。保健予防係では、配属されている保健師７人、

歯科衛生士嘱託員２人、管理栄養士嘱託員１人、正看護師の訪問指導嘱託員１人と事務職２

人と事務補助の臨時職員１人の合計１４人で実施しております。なお、予算要求上は保健師

資格の嘱託員１人を募集中であります。保健師につきましては、このほかに、教育委員会に

２人、地域包括支援センターに１人の合計１０人が採用されています。保健師業務につきま

しては、社会保障制度関係の国の制度が横断的に整備されてきており、生きがい対策課の母

子対策、精神障がい、生活保護、児童福祉、高齢者対策、児童や高齢者の虐待等、生きがい

対策課と普段から連携をとっており、また、介護予防施策や国民健康保険と後期高齢者医療

の特定健診と保健指導等の業務にも携わっている状況であります。また、近年では災害時の

避難所での対応策や原子力災害対策に於ける初動対策及び新型インフルエンザ等の対策等の

計画策定等の対応も求められてきている状況です。 

それでは、第４款衛生費において新規に計上した分について、先に御説明申し上げます。

６７ページをお開きください。第１節報酬の保健師嘱託員１人分の２１７万８千円でありま

す。これは、新型インフルエンザ等市町村行動計画の策定や定期予防接種に複数の予防接種

業務が追加されるなど事務量の増加にあわせ、今後の業務が円滑に遂行できるよう計上した

ものであります。 

次に、６９ページになりますが、第１３節委託料の計画書作成業務でありますが、これは

平成２３年１２月に改定した「あくね元気プラン」が、１０年間の計画期間の最終年度が平

成２７年度であるため、新たな計画期間を設定し新たな計画を策定する必要があることから、

市民の健康意識等の意向調査を行うアンケート調査業務と集計・分析業務を専門業者へ委託

しようと計上したものであります。同じく、１９節負担金補助及び交付金の地域づくり活動

支援事業でありますが、健康づくり活動を通じて地域活性化に取り組む団体へ補助対象経費

の２分の１の補助金２０万円を限度とし、事業を新たに計上しました。 

次は、７１ページになりますが、６目保健センター管理費１５節工事請負費の３４９万８

千円は、説明欄の駐車場等補修工事ほかは、電源立地地域対策交付金を財源に、傷んできた

保健センター前の駐車場４８７平方メートルを新たに舗装し区画線を設置する工事分と高架

水槽に亀裂が生じており長期間の使用に耐えられない恐れがあるため、水槽本体を取りかえ

る工事分の合計額を計上しました。 

以上が平成２６年度当初予算に計上した新たな事業等であります。なお、定期予防接種に

新たに追加予定の水痘ワクチンと成人用肺炎球菌ワクチンについては、予防接種法改正が１

０月とされていることから実施は秋からの予定であり、補正計上する予定であります。水痘

ワクチンについては全額公費負担になりますが、成人用肺炎球菌ワクチンについては、高齢

者インフルエンザ予防接種と同様に、一部自己負担が必要であることを想定しております。

成人用肺炎球菌ワクチンに関しては、補助金額や接種対象者について、現時点で確定してい

ないので、ワクチン代や委託料等の必要経費について、今後検討し補正対応していく予定で

あります。 

それでは、６７ページにお戻りください。第４款衛生費１項１目保健衛生総務費１億３，

９９７万６千円は、健康増進課の職員１３人分の人件費と母子保健事業に係る経費が主なも

ので、８節報償費は１歳６カ月児ほか、説明欄にあるとおりの健診時等の医師等の謝金であ

ります。１３節委託料は、説明欄にあるとおり、在宅当番医制事業や妊婦健診の事業等の業

務に係る委託料であります。これら母子に係る健康診査等は、母子保健法の規定により、妊

婦や乳幼児の健康診査を行い、その健康管理に努め、疾病または異常の早期発見に努めると
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ともに子育て支援により健全な育成を図ることと定めています。なお、在宅当番医制事業は、

医療機関が休診となる休日に輪番により診察を行う当番病院や診療所が行うことへの委託料

であり、出水郡医師会と委託契約し事業を行っていきます。 

６８ページです。１９節負担金補助及び交付金１，３５８万２千円のうち、夜間一次救急

診療所運営費負担金４８１万４千円は、出水総合医療センター野田診療所内に開設された同

診療所の運営費に対する負担金であり、全体の必要見込額２，０８３万６千円に実績割２３．

１％分を計上したものであります。平成２４年度の実績は、１，４４３件で阿久根市が３９

３件であり、割合としては２７．３％ということで、徐々に利用件数が減少してきておりま

す。今後も、かかりつけ医を持つこと等を周知し、夜間救急は本当に必要な時だけ利用され

るよう広報啓発に取り組むつもりであります。 

ドクターヘリ運行事業救急車搬送負担金７万７千円は、この事業の始まったのが平成２３

年度からであり、救急要請があった場合に専門の医師と看護師が搭乗し救命処置を行いなが

ら、いち早く鹿児島市立病院救命救急センター等に浜町ヘリポートから搬送するものであり

ます。その支払実績は、平成２３年度が３件、平成２４年度が５件、平成２５年度は１件の

状況です。１件当たり３，２００円×月２回×１２月で７６，８００円を予算計上したもの

であります。 

次に、特定不妊治療費助成事業の補助金１５０万円は、子供を希望しながらも恵まれない

ために不妊治療を受けている夫婦に対し、経済的負担の軽減を図るため、不妊治療費の一部

を助成する制度であり、平成２２年２月１日から施行されました。補助内容は、１組の夫婦

に対し一年度当たり１５万円を限度に通算５年間助成することと規定しています。なお、鹿

児島県は１回につき１５万円で、一年度目は年３回まで、二年度目以降は年２回分を限度に

通算５年間助成しています。 

次に、病院群輪番制病院事業の補助金６９３万４千円は、休日・夜間における入院、治療

を要する重症救急患者のための救急医療施設の運営費への補助金であり、見込額２，６８７

万５，５００円に人口割２５．８％を乗じた額を計上したものであります。休日が７２日、

夜間が３６５日の合計４３７日分であります。第２０節扶助費２２５万円は、平成２５年度

から権限移譲された未熟児養育医療費に係る医療の給付分であります。 

次に、２目健康増進費５，０６７万１千円は、心身の機能低下の防止、健康の保持増進等

を図るための正看護師資格の訪問指導嘱託員１名と長期臨時職員１名の人件費３７７万６千

円と、次のページの各種がん検診業務などの１３節委託料が主なものであります。この健康

増進費は、大きく分けて３事業があり、一つ目は、保健推進員活動等の活動を支援する健康

づくり事業、二つ目は、健康教室や各種健診を行う健康診査事業、三つ目は、がん検診業務

のがん対策事業であります。がん対策事業におきましては、肺がん検診、大腸がん検診、腹

部エコー、前立腺がん検診、子宮頸がん検診、乳がん検診、胃がん検診を実施予定であり、

その対象者としましては、子宮頸がんが２０歳以上で、それ以外は４０歳以上を対象として

います。 

３目予防費４，６１５万７千円は、予防接種に係るワクチンの購入に係る費用の１１節需

用費と高齢者インフルエンザ、麻しん・風しん、日本脳炎、ＢＣＧ、ポリオ、子宮頸がん、

ヒブ、小児用肺炎球菌等の個別予防接種に係る手技料３千円の１３節委託料が主なものであ

ります。この予防費も、大きく分けて３事業があり、一つ目は、個別予防接種業務の委託や

ワクチン購入費の予防接種事業、二つ目は、高齢者の結核レントゲン検診業務等を行う感染

症対策事業、三つ目は、犬の狂犬病予防接種に係る狂犬病予防事業であります。予防接種に

つきましては、平成２４年９月から一部行っていた集団接種を全面的に個別予防接種に切り

かえて実施しているところです。予防接種は、市町村が行うこととされている定期接種と被

接種者と医師との相談によって判断し行われる任意接種があります。定期接種には、予防接

種を受けるよう努力義務が課されているＡ類疾病と課されていないＢ類疾病があります。な

お、季節性インフルエンザの予防接種は高齢者は定期接種扱いですが、それ以外は任意接種



- 4 - 

となります。また、子宮頸がん予防ワクチンの接種については平成２５年度から定期接種と

なり、その予防接種を行っていましたが、６月１４日付けで厚生労働省よりワクチンとの因

果関係を否定できない副反応報告があることから積極的勧奨を差し控える勧告があり、対象

者の保護者へお知らせいたしておりますが、国においてはいまだ調査・検討中である現状で

す。 

次に、狂犬病予防につきましては、４月から順次予防接種を行っていきますが、１２月に

各区の区長さん方の御協力をいただき実態調査を行いました。その結果、１１月末時点で１，

４３８頭の犬の登録中、未確認となっていた３８０頭のうち１００頭の死亡が判明しました。

また、登録されずに飼育されている犬が３５頭把握することができました。なお、登録総数

は２月末時点で１，３３４頭です。狂犬病は犬に限らずほとんどすべての哺乳動物が罹患し、

その咬傷によって人に感染すれば治療法はなく、１００％死に至る疾患であります。予防接

種の時期や対象者については個別に周知を図り、接種率の向上に努めることとしております。 

７０ページと７１ページになります。６目保健センター管理費７７７万３千円は、保健セ

ンターに係る光熱水費や浄化槽清掃業務等の委託料と、先に御説明しました駐車場等補修工

事が主なものであります。 

次に歳入について御説明いたします。２０ページをごらんください 

第１１款分担金及び負担金２項４目衛生費負担金１節保健衛生費負担金２７万９千円は、

未熟児養育医療事業に係る保護者負担金３万１千円の９名分であります。 

２２ページです。第１２款使用料及び手数料２項３目衛生手数料１節保健衛生手数料９６

万円は、狂犬病予防接種に係る手数料であります。犬の登録手数料１頭当たり３千円で１０

０頭分、注射済票交付手数料が１頭当たり５５０円で１，２００頭分を見込んでおります。

なお、平成１２年度から改定されてこなかった狂犬病予防注射代金については、１頭につき

３千円だったものが３，４００円になります。市の手数料５５０円は変わらず、獣医師会が

２，８５０円であり、ワクチン代と手技料として徴収することとなります。 

２３ページをお願いいたします。第１３款国庫支出金１項２目民生費国庫負担金５節国民

健康保険医療助成費負担金１，１００万円は、低所得者を多く抱える保険者を支援するため、

平均保険税に保険税軽減被保険者数を乗じた額の２分の１の範囲内の額が、保険者支援分と

して国から交付されるものを見込み計上したものです。 

３目衛生費国庫負担金１節保健衛生費負担金９８万５千円は、未熟児養育医療費に係る国

の負担分であり、総養育医療費から保護者負担金を控除した額の２分の１の額であります。 

２３ページの一番下の３目衛生費国庫補助金１節保健衛生費補助金のうち、疾病予防対策

事業費９５万８千円は、がん検診推進事業に係る国の補助金であり、２分の１の額でありま

す。 

２５ページをお願いいたします。第１４款県支出金１項２目民生費県負担金１節社会福祉

費負担金のうち、保険基盤安定拠出金の１億２００万８千円は、後期高齢者医療特別会計へ

繰り出す低所得者への軽減分の保険基盤安定分として、県の負担分であり４分の３の額を計

上したものです。同じく、５節国民健康保険医療助成費負担金７，１２５万円は、国民健康

被保険者に対する低所得者への軽減分として、県の負担分であり、４分の３の額を計上した

ものであります。３目衛生費県負担金１節保健衛生費負担金４９万２千円は、未熟児養育医

療費に係る県の負担分であり、４分の１の額を計上したものです。 

２６ページをお願いいたします。２項３目衛生費県補助金１節保健衛生費補助金のうち、

健康増進支援事業費１３７万１千円は、健康診査事業、健康教育事業などの事業経費に係る

国と県の補助金であり、基準額の３分の２の額を計上したものであります。 

２８ページをお願いいたします。第１４款県支出金３項２目民生費委託金１節社会福祉費

委託金のうち、市町村権限移譲交付金１７万８千円は、医師法等に基づく医師等の免許申請

書の進達や免許証等の交付事務に係る交付金であります。 

３１ページをお願いいたします。第１９款諸収入５項４目２節団体支出金のうち、後期高
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齢者健診業務広域連合補助金２３１万３千円は、阿久根市の後期高齢者に係る長寿健診費用

の広域連合からの補助金で、集団健診５５０人分を計上したものであります。 

次のページ、３２ページをお願いいたします。２段目の長寿・健康増進事業広域連合補助

金３４万９千円は、元気高齢者健康づくり訪問指導事業として、１年間医療機関を無受診で、

かつ健診未受診者を対象に保健師等が訪問し、健康チェックや健康づくりなどの情報提供等

の保健指導を実施したことに対する補助金で、鹿児島県後期高齢者医療広域連合から１０

０％分の補助を計上したものであります。２０節雑入のうち、がん検診費用徴収金５６２万

５千円は、７４歳までの肺がん検診、子宮がん検診、乳がん検診、腹部超音波検診、前立腺

がん検診のそれぞれの検診に係る本人負担分を計上したものであり、２項目下の肝炎ウイル

ス検診等費用徴収金１４万円も、肝炎ウイルス検診と骨粗しょう症検診本人負担分を計上し

たものであります。 

３４ページになります。２０款市債１項３目衛生債１節保健衛生債のうち、夜間一次救急

診療所運営事業債３００万円は、夜間一次救急診療所運営費負担金に係る財源として過疎債

を計上したものであります。 

以上で説明を終わりますが、答弁につきましては私のほか、補佐、各係長で行わせていた

だきます。よろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

出口徹裕委員 

６９ページ、４款１項２目１９節の地域づくり活動支援事業のことについてなんですが、

これはよその、ほかの課でも出てくる事業なんですけれども、これ２分の１の補助という、

上限が２０万円の２分の１の補助ということなんですけれども、新規で例えば取り組む分と

今までやってた分に補助ができるという。今まで取り組んでたものについても補助を、例え

ば申請をすればもらえるという形なのかお尋ねします。 

佐潟健康増進課長 

今回、新たに計上しましたこの事業につきましては、急々に計上したわけなんですけれど

も、例えばの話しなんですけれども、広域医療センター、市民病院がこの前健康づくりフェ

アを開催いたしました。そういう民間団体等でされる健康関係についての運営補助という形

で考えているところであります。 

出口徹裕委員 

ちょっとわかりにくかったんですけど、新規でもいいですし、今までやってた分でも構い

ませんというとらえ方で、補助率も一緒ということでよろしいですか。 

佐潟健康増進課長 

そうとらえていただいて結構です。 

出口徹裕委員 

この事業はちょっと難しいんですよね。もともと企画課のほうで立ち上げて、それで専門

的な知識がないとできないということで、どうも各課のほうにそれぞれに分けたような事業

らしいんですけど。この事業の紹介方法として、健康増進課としてはどういったような方向

で、例えば、こういうものがありますよというふうにされていくつもりなのか、教えてもら

えればと思います。 

佐潟健康増進課長 

関係団体等々にこの補助要綱等を配付しまして周知して、事業申請していただく形をとっ

ていきたいというふうに思ってます。 

出口徹裕委員 

今回、わざと聞いたんですけど、この事業はどうもですね、上限が２０万になってるんで
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すけど、各課それぞれでもらえることができる事業のようなんですよね。そうしたときに、

健康増進課において、例えば５万円もらって、ほかのところでも５万円の補助をどうも受け

ることができると。その中で総額として２０万というようなことらしいんですけど、その辺

りの認識は課長はお持ちでしたか。 

佐潟健康増進課長 

ちょっとそういうふうには私は認識はしてないんですけど。要綱を配付されて説明とかあ

りましたけれども、あくまでもこの要綱の中では健康とか、そういう部分に関しても項目が

ありますので、それが、例えばほかの課にまたがるとかということは考えていませんので、

あくまでも健康づくりに則した事業、イベント、そういった部分についての補助を考えてい

ます。以上です。 

出口徹裕委員 

この事業ですね、もうちょっと、突然きた事業だと思うので、中でもこの仕組みについて、

もうちょっと検討というか、協議をですね、しっかりしていただきたいなと。ちょっと企画

調整課長に個別に聞いたときにはですね、中身的なものとして割り振ってあると。予算もそ

れぞれ款項違いますから、なんですけど、全体としてのとらえ方がどうもあるようですので、

そこらについてはですね、例えば、健康増進課についてはこれですから出せませんと言われ

るかもしれませんが、ほかの課にわたることができるんですよね。例えば、ごみ問題であれ

ば健康増進課でうちではそういう取り扱いはしませんからと断るものではなく、ほかの課に、

うちではこの事業ですけどもほかのところで、こっちのほうで出せますからというようなこ

とらしいので、そこで事業で受け付けませんということをしてもらってはいけない事業なの

かなと私の中では思っているので、ぜひですね、この事業については企画調整課とですね、

ほかの課もあわせて全体的にしっかりともんでやりとりをしていただきたいなと思ってます

ので、よろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

課長、確かね、小規模多機能の予算の審議のときに、特養よりもああいう施設のほうが経

費も安くていいのじゃないかという話しをしとったと思うんですが、例えば、市内の数箇所

にまだ必要な気もする。それは具体的にはどこでどういう計画をするんですかね、予算は。

計画。例えば、検討する、計画をするというのはどこの予算でするんですか。 

佐潟健康増進課長 

直接的には第５期高齢者保健福祉計画を策定の中で動いてますけど、平成２６年度第６期

の計画について、各委員の方々等含めて、生きがい対策課と合わせて策定していきます。費

目としましては施設整備ということになると一般会計の中で施設整備の関係は出すことにな

ります。以上です。 

山田勝委員 

委員の方と検討していくということになったときに、例えば委員の方は全然人件費も何も

いらないわけですか、報酬費も。 

佐潟健康増進課長 

委員の方々の報酬につきましては、第５期の冊子を見ていただければわかりますけれども、

介護保険運営協議会の委員の方々が地域密着型サービス事業の委員、それから地域包括支援

センター運営協議会の委員、それと介護保険計画策定委員、この４つの委員を兼務していた

だいてもらいますので、介護保険の会計の中で委員の報酬は払うことになります。以上です。 

山田勝委員 

そしたら介護保険の予算の中でちゃんとしているけれども、一般会計では事業を執行する

際に、事業計画をつくる際に一般会計には載せるので、検討する、あるいは計画をつくると

いう段階では一般会計に関係なく介護保険のところでするというこういうことですか。 
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［佐潟健康増進課長「はい、そうです」と呼ぶ］ 

なら、介護保険のところで話しをします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

石澤正彰委員 

教えてください、課長。６８ページ、１９節下から２番目、病院群輪番制病院事業、毎年

これ継続されてる事業だと思うんですが、私の認識不足なんですが、これは当番医さんの理

解でいいんでしょうか。 

佐潟健康増進課長 

これにつきましては、病院群輪番制病院事業ということになりますが、この事業につきま

しては、説明でもいたしましたが、重症救急患者のための救急医療施設の運営費への補助金

ということで、基本的に夜間３６５日、それに土・日、休日を入れた７２日、計４３７日分

でありまして、休日の分についてはその前の、６７ページ、１３節委託料の在宅当番医制事

業、これが通常の休日の診察を受けられる病院等であります。以上です。 

石澤正彰委員 

少し勘違いあったみたいなんですが、病院群、群というのはどういう理解をさせてもらっ

たらいいんですかね。 

佐潟健康増進課長 

申しわけございません。この名称につきましてはこれまで継続的に使われてきていまして、

私としてもこの病院群の群という意味合いについてちょっと確認してませんので、またのち

ほど確認してからお知らせしたいと思います。 

［石澤正彰委員「お願いします。以上です。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第号２３中、健康増進課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

 

○議案第２４号 平成２６年度阿久根市国民健康保険特別会計予算 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

次に、議案第２４号を議題とし審査に入ります。 

健康増進課長の説明を求めます。 

佐潟健康増進課長 

議案第２４号平成２６年度阿久根市国民健康保険特別会計予算について御説明いたします。 

まず初めに、国民健康保険の概要について御説明申し上げます。 

国民健康保険に加入している被保険者数は減少傾向であり、平成２５年４月６，８３９人

が平成２６年２月は６，６１７人と、人数で２２２人、率で３．２％の減少であります。そ

の要因は、７５歳到達で後期高齢者医療制度へ移行する方々が毎年３５０人前後になること

が大きな要因であると考えております。被保険者の保険証の発行状況でありますが、遠隔地

で学校等に進学している学生用の保険証「マル学」の方が３５名、遠隔地の施設に入所して

いる方の保険証「マル遠」が１名、また国民健康保険税に未納があるため、その保険証を短

期で交付している世帯が２８２世帯、資格者証で交付している世帯が６３世帯であります。

また、制度改正により、７０歳から７４歳までの患者負担が１割の特例措置が廃止されるこ

とに伴い、新たに７０歳になられる方々から２割になることとなっています。また、保険者

機能の都道府県化についても、平成２９年度をめどに検討に入っている状況でもあります。 

それでは、特別会計予算書の１７ページをごらんください。事業勘定の歳出から御説明い

たします。 

第１款総務費１項１目一般管理費５，８２０万２千円は、職員７名の人件費やレセプト点
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検嘱託員２名分の報酬などが主なものであり、１２節役務費６７７万５千円の通信運搬費３

３９万３千円には、国民健康保険証を切りかえる際、これまでは各区を通じて配布していま

したが、今回はすべて簡易書留郵便にて行う費用１９６万円を新たに計上し増額となりまし

た。また、１９節負担金補助及び交付金の電算システム改修負担金８６万４千円は、高額療

養費の制度改正に係るシステム改修分であります。２項１目賦課徴収費４３３万６千円は、

市税等収納嘱託員１名の報酬や事務経費であり、１８ページの２目納税奨励費２３０万円は、

各区及び納税組合の保険税とりまとめ謝金等を計上したものです。 

次に、第２款保険給付費でありますが、１項１目一般被保険者療養給付費２０億３，７０

０万円は、被保険者の疾病や負傷に対しての診療や薬剤または治療材料の支給及び処置、手

術、その他の治療、入院及びその他の看護費用や歯科、調剤等の原則７割分に相当する給付

費であり、過去３カ年の平均と平成２５年度の決算見込みを勘案し計上したものです。２目

退職被保険者等療養給付費１億１，５００万円は、サラリーマンとして生活してきた方々は、

高齢となって退職すれば国民健康保険に加入することになりますが、医療の必要性が高まる

ときに給付水準が低下し、医療費の負担について不合理が生じていたため、昭和５９年１０

月から制度実施されてきました。後期高齢者医療制度が創設されたため平成２０年４月に廃

止になりましたが、平成２６年度までの間における６５歳未満の退職者を対象として経過措

置を設け、一般被保険者療養給付の給付内容と同様に、給付見込みを過去３カ年の平均を勘

案し平成２５年度と同額で計上したものです。 

１９ページです。３目一般被保険者療養費２，１００万円は、柔道整復費や補装具、は

り・きゅう施術料等の原則７割分を負担したり、被保険者へ直接払ったりする費用で過去３

カ年の平均を勘案し、平成２５年度と同額で計上したものです。２項高額療養費１目一般被

保険者高額療養費３億２，３００万円は、過去３カ年の平均を勘案し計上したものです。 

次に、２０ページです。４項出産育児諸費１目出産育児一時金１，１３４万円は、１件当

たり４２万円の給付額で２７件を見込み計上いたしました。５項葬祭諸費１目葬祭費１９５

万円は、１件当たり３万円の給付額で６５件を見込み計上いたしました。 

第３款後期高齢者支援金等１項１目後期高齢者支援金３億７，４０６万８千円は、後期高

齢者の医療費分として支払基金へ拠出するもので、国の算定基準にしたがい見込額として計

上したものです。 

２１ページになります。第６款介護納付金１項１目介護納付金１億６，１２３万１千円は、

介護保険の第２号被保険者分として支払基金へ納付するもので、国が算出した平成２６年度

の阿久根市の第２号被保険者数を２，７０８人と見込み、国が示した被保険者一人当たり負

担見込額６万３，３００円を乗じた額から、平成２４年度精算見込額を減額した額を見込み

計上したものです。 

第７款共同事業拠出金１項１目高額医療費拠出金１億５５２万円は、レセプト１件当たり

８０万円を超える医療費について、都道府県単位で共同事業として国保連合会が行うもので、

見込み計上したものです。 

２２ページをお願いいたします。２目保険財政共同安定化事業拠出金４億１，９０８万２

千円は、レセプト１件当たり３０万円を超え８０万円以下の医療費について都道府県単位で

共同事業として国保連合会が行うもので、国保連合会からの見込額案を計上したものです。 

第８款保健事業費１項１目特定健康診査等事業費１，６５８万４千円は、腹囲、高血圧症、

高血糖などメタボリックシンドロームに着目した生活習慣病の予防のために行う特定健康診

査業務と、保健指導が必要とされた方々への保健指導業務を健診機関等へ委託する委託料が

主なものであります。阿久根市の国民健康保険の特定健診受診率は平成２４年度実績が２９．

３％と県下４３市町村中４２番目であり、受診率向上が喫緊の課題であります。 

２項１目保健対策費１，４５８万４千円は、各種検診の受診勧奨や後期高齢者の方々への

受診勧奨を行うための訪問指導嘱託員１名の人件費や１枚当たり６００円のはり・きゅう助

成と、１件当たり２万７，３００円から４万６，４００円まで助成する人間ドック助成金が
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主なものです。 

なお、新たな事業としまして１３節委託料４５５万３千円は、医療費に係る内容について

病態別や地域別、その他いろいろな分析や集計等を専門の業者へ委託する費用を計上したも

のであり、また、１９節負担金補助及び交付金の温泉利用助成事業６０万円は、特定健診の

受診率向上のために、特定健診受診者に対して１回３００円の市内温泉利用券を１人１０枚

まで助成する事業を計上しました。 

２３ページになります。第１１款諸支出金１項償還金及び還付加算金は、一般被保険者及

び退職被保険者等の過納金還付の見込額を計上いたしました。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。 

１２ページをお願いいたします。第１款国民健康保険税１項１目一般被保険者国民健康保

険税３億６，７７８万円、２目退職被保険者等国民健康保険税２，３４１万８千円は、それ

ぞれの区分ごとに見込額を計上いたしました。 

１３ページになります。第４款国庫支出金１項１目療養給付費等負担金７億２２９万９千

円は、療養給付費等に係る国負担分で国の算定方式により見込み計上いたしました。２項国

庫補助金１目財政調整交付金４億８，０６１万９千円は、国が示した算定方式により見込み

計上いたしました。 

１４ページをお願いいたします。第５款県支出金１項１目高額医療費共同事業負担金２，

６３８万円は、県の負担分として４分の１の額です。次に、２項１目財政調整交付金１億７，

３９４万９千円は、県が示した算定方式により見込み計上いたしました。第６款療養給付費

等交付金１項１目療養給付費等交付金１億４，０１８万３千円は、支払基金から退職者等医

療費分として交付されるものであり、国が示した算定方式により見込み計上いたしました。

第７款前期高齢者交付金１項１目前期高齢者交付金８億８，６２１万９千円は、支払基金か

らの交付金であり、国が示した算定方式により交付見込額を計上いたしました。第８款共同

事業交付金１項１目高額医療費共同事業交付金１億５８３万８千円及び２目保険財政共同安

定化事業交付金４億１，０２０万５千円は、国保連合会からの交付金であり、その見込額を

計上いたしました。 

１５ページになります。第１０款繰入金１項１目一般会計繰入金３億４，５７６万１千円

は、保険基盤安定分が９，５００万円、職員給与費等分が、６，３８３万２千円、出産育児

一時金分が７５６万円、財政安定化支援事業分が１億７，９３６万９千円で、法定外分は１

億２，１６３万円であり、対前年度７８５万３千円の減額になります。 

次に、施設勘定について御説明申し上げます。 

特別会計予算書の２８ページをごらんください。大川診療所は、平成２４年４月から週５

日の診療を２つの医療機関の協力を得て実施しているところです。利用者についても、昨年

同期で１．０人ふえ平均７．４人の状況となっています。 

まず歳出から御説明いたします。第１款総務費１項１目一般管理費１，１１０万５千円は、

２名の看護師嘱託員と１名の医療事務嘱託員の人件費が主なものであり、１１節需用費から

２７節公課費までは診療所に係る管理経費であります。１１節需用費１２０万７千円は、診

療所の管理用品購入費や電気、ガス、水道料等の光熱水費が主なものであります。１２節役

務費１６３万９千円は、電話、郵便料などの通信運搬費、建物共済、自動車損害共済等の各

種保険料を初め、その他役務費としては診療事務用レセコンソフト保守料や電子カルテシス

テム保守料、レントゲン撮影装置保守料を計上させていただきました。１３節委託料１９万

６千円は、説明欄にもありますように、使用済み注射針などの医療廃棄物処理業務委託料、

浄化槽維持管理業務委託料、消防設備点検業務委託料、事業所ごみ収集業務委託料でありま

す。１４節使用料及び賃借料１１２万８千円は、使用料として主にコピー機リース料を、賃

借料としては在宅療養用酸素供給装置借上料であります。１８節備品購入費１２万円は、看

護師等の白衣購入費用であります。 

２９ページになります。第２款医業費１項１目医療用機械器具費５０万円は、年度途中に
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おける医療用機械器具の修繕料や事業用機器類の備品購入費用を計上いたしました。３目医

薬品衛生材料費１，０２０万円は、２５年度の診療用薬品等の購入実績をもとに予算計上い

たしました。４目検査等業務費１２節役務費の血液検査手数料３０万円は、２５年度の検査

実績により、さらに１３節委託料１，１３４万円は、週５日の半日診療に係る診療業務委託

料を計上しました。第５款公債費１項１目元金１４６万２千円及び２目利子６１万８千円は、

大川診療所並びに医師住宅の借入金返済金であります。なお、医師宿舎建設事業についての

返済は平成２５年度で完済し、診療所改築事業について平成３５年度まで返済することとな

ります。 

次に歳入について御説明申し上げます。予算書の２６ページをお開きください。歳入第１

款診療収入第２項外来収入１，５１８万５千円は、２４年度と２５年度の診療収入実績を考

慮し、見込み計上させていただきました。第６款繰入金１項１目国民健康保険診療所基金繰

入金１，９７４万８千円は、診療所基金を取り崩して繰り入れるものです。全額繰り入れま

すと基金残高はなくなってしまいます。よって、２７ページになりますが、第３項１目一般

会計繰入金として６６万円不足する財源として繰り入れるものであります。なお、国の調整

交付金において、国保診療所における赤字補てんの制度があり、これまでは基金があったた

め該当しませんでしたが、財源が不足することが見込まれるため交付申請を行っていくこと

としています。 

以上で説明を終わりますが、答弁につきましては私のほか、各係長で行わせていただきま

す。よろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

ここで休憩いたします。 

 

（休 憩 １０：５８ ～ １１：１０） 

 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

山田勝委員 

税務課長がいるから聞きたいんですけどね、国民健康保険税条例を見ればですね、平等割

り、戸別割り、それぞれあるんですよ。この国民健康保険税のルールと退職者被保険者の国

民健康保険税のルールとはちょっと違うの。 

川畑税務課長 

税率のことでしょうか。 

［山田勝委員「税金の方法が違うのて。徴収する方法が。」と呼ぶ］ 

いえ、徴収は一緒です。普通徴収は納付書を。 

［山田勝委員「何が違うの」と呼ぶ］ 

［発言する者あり］ 

山田勝委員 

何が違うんですか。 

川畑税務課長 

退職者医療は会社をやめられて、６５歳未満が入られる医療です。給付率とかも変わらな

いですけど、企業から負担金があるものです。 

山田勝委員 

私は、というのは、同じ健康保険税でも企業から、何て言うんですか、支給される金はど

こに支給されるんですか。 
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佐潟健康増進課長 

１４ページの第７款前期高齢者交付金、金額でいきますと８億８，６２１万９千円国保財

政として歳入されています。 

山田勝委員 

それはわかりました。それはわかりましたよ、私もそれはわかると思うんだけど。例えば、

国民健康保険税の条例の中でですね、掛け率が違うとか、何が違うとかってなって、やはり、

平等割り、人間一人当たり幾ら、あるいは所得割、固定資産割という率は同じですか。 

川畑税務課長 

率は同じであります。 

山田勝委員 

例えばですね、今、前期高齢者交付見込みの８億８，６２１万円というのはね、それは厚

生年金、あるいは社会保険のその団体からくるんですか。それともどこからくるんですか、

国からくるんですか。 

佐潟健康増進課長 

社会保険診療支払基金から入ってきます。 

山田勝委員 

これはもう僕はわからないから聞くんですよ。わからないから聞くんですから、もう無知

な議員が聞いたと思って受けとめてください。国民健康保険税を納めている人がですね、自

分たちは今まで感じなかった話しなんですけどね、例えば、前期ですから６５歳以下の方に

くるわけですよ、これはね。６５歳以下の退職者の人に支給される、あるいは、人なんです

けど、なら、６５歳以上は全部後期高齢者にいくんですか。私はな、同じであってもいいの

にね、何でこう違うのかなと思って聞くんですよ。国民健康保険の対象者と退職者の国民健

康保険税の人とね、同じであってもいいのに何で変わってるのかな。しかも別々にこういう

項目をつくって、制度は同じ税金なのにね、何で別々にこういうふうにあげないかんのかな

と思って質問するんですよ。同じであったら同じ国民健康保険税の中でしてもいいのに、退

職者の分についてはですね、別に何でされるのかなと思って、単純な無知な議員の尋ねると

ころですよ。そういう決まりですといえばそひこんこっじゃっと。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

一時休憩します。 

 

（休 憩 １１：１５ ～ １１：２０） 

 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開します。 

ほかに質問はありませんか。 

野畑直委員 

１７ページの１款１項１目一般管理費の中の役務費の簡易書留で１９６万円の２６年度か

ら増額という話しでしたけれども、この分についてなぜこういう予算になったのか理由を教

えてください。 

佐潟健康増進課長 

役務費の簡易書留の件についてでありますが、これにつきましては昨年度、国民健康保険

証の切りかえの際に公印漏れにより多大な御迷惑をおかけしました。その後、２５年度分に

ついても書留化の検討もいたしましたけれども、２５年度分についてはまだとりあえず区長

さんの配付でということになったわけですが、２６年度につきましては簡易書留で、予算的

には５千人分送るようにしたところです。また、別会計になりますが、後期高齢者医療のほ

うにつきましても同様に簡易書留で送るということにしてます。それをすることによって区

長さん方の業務についても軽減化されますし、確実に配付される手段となります。手渡しが
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されなかった場合についてはすべてこちらに返ってきますので、その方々についてはいろん

な調査をしながらですね、確実にお渡ししていくことができるのかという、そういうメリッ

トを勘案して計上したところです。 

野畑直委員 

これは区長さん方からのお願いという、それもあったということではないんですか。 

佐潟健康増進課長 

それについては特にはありませんでした。ただ、区長さん方からは普段から配付物が多い

という指摘もありましたし、以前は国民健康保険証の切りかえ等々については、必ず古いの

と交換して、チェックを入れながらというお願いもしてましたので、区長さん方については

かなりの労力を費やしたのかというふうに思っています。 

野畑直委員 

今の考え方からいけば、区長さん方の負担を軽くするためということで、市のほうから積

極的にこのような簡易書留でという方法をとられたという予算であるということですね。了

解です。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

出口徹裕委員 

２２ページ、８款２項１目１９節の温泉利用助成についてなんですけれども、もうちょっ

と詳しく。使える場所が何箇所ぐらいあるのか、そういったものまで詳しく教えていただけ

たらなと思います。どういうふうにして配る、１枚ずつ配るのかですね、そこらについても

お願いします。 

佐潟健康増進課長 

今回、温泉利用助成ということで、新たに計上いたしましたけれども、特定健診の受診率

が非常に悪い中、少しでも受診率のアップにつながっていきたいという思いで、今回３００

円の１０枚の２００人分で６０万円なんですけれども、健診等の受診者数が２，１００人前

後なんですけれども、それの約１割になろうかと想定していますが、まだ予算が通っていま

せんので、具体的に動いてはいませんけれども、一応利用できる温泉については市内の温泉

の４カ所か３カ所になろうかと思います。あくまでも配るということではなくて、ある意味

申請してもらいながら交付する、助成するという形をとっていきたいというふうに思ってま

す。 

出口徹裕委員 

この申請については、特定健診について、申請があれば１回で１０枚渡すということにな

るんですか。 

佐潟健康増進課長 

そういうことになります。 

出口徹裕委員 

私は特定健診は全部がどういったような、１人がどれくらい受けられるものなのか把握し

てないんですけれども、１０枚配ったとして、例えば商店でもよくありますよね、一人で２

つ受けるようなものがあれば。意欲的にどういうアピールをすれば。もともとこれだけ、１

０枚というと２００人分ですかね。それは今まで受けてた人で終わってしまわないのかどう

なのかというところが気になるんですが。それで意欲がかきたつのかどうなのかというとこ

ろが気になるんですが、そこらについてはどうお考えなんでしょうか。 

佐潟健康増進課長 

２００人というのが特定健診の受診者２千人ぐらいいらっしゃるわけで、それの１割とい

うことはかなり見込みとしては少ないのかもしれません。ただ、私たちのほうとしましても、

この温泉入浴の助成というのが特定健診に限らず、鹿児島県内の各温泉がある市町村では助

成をしているところがありまして、温泉を使った健康づくり事業とか、そういう事業があり
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ます。そういったところの調査を受けまして、じゃあその温泉を使った健康づくりにもつな

げる、かつ特定健診の受診率アップにもつなげようということで今回計上しました。この２

００人分の超えて多くなればあらためて補正予算要求をしていきたいというふうに思ってま

す。 

出口徹裕委員 

一つの利用券ということで、商品券に近い形の温泉バージョンだというふうに思うんです

けれども、これはそうなるとその券を受けとった利用したところが市のほうにありましたと

いう形で持ってくるんだと思うんですけれども、使用期限がでてくるというふうになるんで

すか。 

佐潟健康増進課長 

今現在、はり・きゅうの助成もしてますけれども、それと同じような形で、年度年度で考

えていきたいというふうに思いますし、温泉代が今だいたい３００何十円か以上だと思いま

す。ですから一部自己負担は生じますので、そういった部分と、あと温泉業者の方々とはま

だ予算が通っていませんので、具体的に事業内容について意見交換とか、事業の実施方法と

かまだ進めていません。ですので、予算が通ってから事業者のほうとも話しをしていきたい

と思いますし、特定健診、総合健診の実施時期が７月、９月という年度途中になりますので、

実際に交付されるのは秋口になっていくのかなというふうに思っているところです。以上で

す。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

課長、今、温泉利用の助成金にも関連してるんですけどね、特定疾患というのは具体的に

どげん病気やっとな。それはどうしたらわかって、どうしたらどういうね。特定健康審査事

業費というのは、事業費そのものは１，６５８万で大した事業じゃないんですけどね。 

佐潟健康増進課長 

国民健康保険上のことで、特定健康審査業務とか、特定保健指導業務とか、委託料のとこ

ろの話しになろうかと思いますけれども、特定保健指導業務につきましては、総合健診等で

健診を受けます。その部分について、健診業務を受ける事業者の方等と委託をして健診をお

願いすることになります。それの健診業務の委託料。あと、特定保健指導業務というのは、

そこで要指導等の必要になった方々をフォローしていく保健指導、そちらの業務を勘案して

ます。ちなみに、特定健康審査業務については５，２９４人の４０％、それから特定保健指

導業務については約３００人を見込んでいます。 

山田勝委員 

具体的に特定疾患というのは、例えばこういう病気ですよというのはないんですか。 

佐潟健康増進課長 

山田委員にお答えいたしますが、特定疾患というのは、あくまでも国が認めた疾患であり

まして、種類としては筋萎縮性側索硬化症とか、あとパーキンソン病とか、早老症とか。こ

の疾患の数については毎年ふえてきてます。特に平成２６年度からは国のほうでもその病状

の種類もかなりふやす方向でいますので、その方々は医療費等についても助成があります。

それから特定疾患のちゃんとした保険証というか、そういうのを保健所が交付しますので、

それを医療機関へ提示することでその専門の治療が受けられるということになります。 

山田勝委員 

具体的にはたくさんあるけどね、阿久根市でそういう、例えば特定疾患の患者というのは

何人ぐらいいるんですか。 

佐潟健康増進課長 

そちらについては把握しておりません。出水保健所のほうと、あと転入・転出等々ありま

してその発行したところが所管してますので、阿久根市の国保、後期高齢の中では人数を把
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握していません。 

山田勝委員 

ということは、阿久根市の国保からお金を出すとか、あるいは阿久根市が何かするとかと

いうことはなくて、全部出水保健所でやっているのでわからないということなんですね。そ

の、例えば、患者が出水保健所に申請するんですか。病院でちゃんと処理してくれるわけで

すか。 

内園健康増進課長補佐 

申請はある程度の書類をそろえて出水保健所のほうに申請することになっていると聞いて

おります。 

山田勝委員 

それはわかりましたよ。例えば、そんなら自分の家族にね、そういう病状があるとしたら、

そういう方法がありますよ、そういうのはこういうふうにされたらどうですかというのは病

院で指導してくれるんですか。どこがちゃんとしてくれるんですか。 

内園健康増進課長補佐 

かかってらっしゃる先生のほうからその家族なり、本人なりに申請の方法は伝えられてる

というふうに聞いております。 

山田勝委員 

そういうことで、阿久根市には事務的なことも、金を（聴取不能）することもないので数

を把握してない、こういうことですね。はい、了解。 

中面幸人委員 

ちょっとわからないので教えてください。最近心臓疾患でペースメーカーを入れられると

いうのは結構自分たちの近くでも多いんですけど、これは私聞いた話しでは、入れたら障害

者の１級とかになるようなこともお聞きしてますけど、その辺りのなんか補助みたいなのが

あるわけなんですかね。例えば、そういうふうになるまでのですね。そういうのはわからな

い。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ちょっと休憩します。 

 

（休 憩 １１：３４ ～ １１：３６） 

 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

この中にですね、ことし医療費が減ってる。減ってるというのが、例えば１８ページの保

険給付費の中の１千万円減額されてますよね。だから医療費が減るなんてめずらしいなと思

ってるんですが、これはどういうことですか。 

佐潟健康増進課長 

保険給付費、一般被保険者療養給付費の１千万円の減額のことかと思いますけれども、保

険給付費につきましては２４年度の決算額が２０億２，２３１万８，２０３円ということで、

２０億２千万円でありました。説明でもしましたとおり、ここ３カ年の平均と、あと決算見

込みを勘案して計上したところでありますし、あと、冒頭御説明しましたように被保険者の

数がやはり３００人近くから減少していますので、その分こちらのほうの給付費も若干減額

したところです。以上です。 

［山田勝委員「いいです。はい、了解」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ議案第２４号について、審査を一時中止いたします。 

 

○議案第２７号 平成２６年度阿久根市介護保険特別会計予算 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

次に、議案第２７号を議題とし審査に入ります。 

健康増進課長の説明を求めます。 

佐潟健康増進課長 

それでは議案第２７号、平成２６年度阿久根市介護保険特別会計予算について御説明いた

します。 

まず初めに、介護保険の概要について御説明申し上げます。介護保険は平成１２年度から

制度発足し、１２年を経過しました。その間３年ごとに保険給付費の見込みを推計し、その

必要な介護保険料を算定しています。現在の介護保険料は平成２４年度から２６年度までで

基準月額４，３００円、年額で５１，６００円であります。平成２６年度は、平成２７年度

から２９年度までの新たな第６期介護保険計画を策定いたしますが、その際には介護保険料

を増額する必要があるものと思います。平成２６年１月末現在の被保険者は、第１号被保険

者６５歳以上の方であり８，０９７人で、うち７５歳以上が４，８５０人と、約６割になり

ます。また、第２号被保険者は４０歳以上６５歳未満の方で２５人となっており、その総数

は微減している程度ですが、今後団塊の世代が６５歳になるとその総数はふえると推計して

います。 

介護認定者については、平成２５年度当初１，６００人が１２月末では１，６２１人とふ

えてきています。要支援１の方が９６人、支援２の方が２０８人、要介護１の方が３４１人、

要介護２の方が２７９人、要介護３の方が２５６人、要介護４の方が１８５人、要介護５の

方が２５６人であります。また、サービス利用者数も１，３７５人であったのが１，４４３

人と、地域密着型サービスと施設サービス利用者の増加が見受けられます。 

それでは、特別会計予算書の８９ページをごらんください。事業勘定の歳出から御説明い

たします。 

第１款総務費１項１目一般管理費４，３１５万円は、介護保険運営協議会委員１２人の報

酬と職員６人分の給料等や介護保険専門指導嘱託員４人分の人件費等が主なものであります。

２項１目賦課徴収費５７万３千円は、介護保険料の賦課徴収にかかわる事務経費です。 

９０ページをお開きください。３項１目認定調査等費１，２４４万円は、主治医意見書手

数料や介護認定申請に伴う訪問調査業務の委託料が主なもので、２目認定審査事務負担金２，

０９１万１千円は、認定審査会に係る北薩広域行政事務組合への事務費負担金です。 

次に、第２款保険給付費は、平成２４年度から平成２６年度に係る第５期高齢者保健福祉

計画で算出した給付見込額をもとに、認定者の推移や給付件数の伸びなどを勘案し、対前年

比１億９，６４３万２千円増額し計上したものであります。まず、第１項介護サービス等諸

費は、要介護１から５の認定を受けた被保険者に対する居宅または施設での介護サービス給

付費用であります。１目居宅介護サービス給付費７億３千万円は、ホームヘルパーが自宅を

訪問して入浴、排泄、食事などの介護や家事などの日常生活援助を行う訪問介護を始めとし

て、訪問入浴介護、訪問看護、訪問リハビリテーション、居宅療養管理指導、通所介護、通

所リハビリテーション、短期入所生活介護、短期入所療養介護、福祉用具貸与、特定施設入

居者生活介護等の１１種類のサービスがあり、その年間給付見込額を計上いたしました。な

お、デイサービスセンター等に通って機能訓練する通所介護の平成２５年度決算見込みを２

億２千万円ほどと推計しています。 

９１ページをお願いします。３目地域密着型介護サービス給付費４億７，８３０万円は、

地域の特徴や実情に対応した認知症対応型共同生活介護と小規模多機能型居宅介護及び小規

模特別養護老人ホーム等の年間給付見込額を計上しました。平成２５年度に開所した小規模
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多機能型居宅介護事業所１カ所と小規模特別養護老人ホーム１カ所、平成２６年９月に開所

予定の小規模特別養護老人ホーム分まで勘案したため増額となっています。５目施設介護サ

ービス給付費１０億３，８０８万３千円は、介護老人福祉施設や介護老人保健施設等の入所

者に係る年間給付見込額を計上したもので、市外での住所地特例での利用者増加を見込んで

います。８目居宅介護住宅改修費１千万円は、在宅の要介護者が手すりや段差解消のために

行う住宅改修の年間給付見込額を計上いたしました。９目居宅介護サービス計画給付費９，

８００万円は、ケアプラン作成に係る経費であり、介護認定者の増加とサービス利用者の増

加が見込まれることから年間給付見込額を増額して計上いたしました。 

第２項介護予防サービス等諸費は、要支援１・２と認定された被保険者に対する介護予防

サービス給付費用です。１目介護予防サービス給付費９，１００万円は、介護予防通所介護、

介護予防通所リハビリなどの年間給付見込額を計上いたしました。 

９２ページです。３目地域密着型介護予防サービス給付費２２０万円は、介護予防認知症

対応型共同生活介護などの年間給付見込額を計上いたしました。７目介護予防サービス計画

給付費１，１２０万円は、要支援者のケアプラン作成に係る経費の年間給付見込額を計上い

たしました。 

９３ページになります。４項１目高額介護サービス費５，９００万円は、利用者の負担が

一定額を超えた場合に、その超えた額を給付する経費であり、年間給付見込額を計上したも

のです。５項１目高額医療合算介護サービス費６３０万円と２目高額医療合算介護予防サー

ビス費７万円は、世帯における１年間の介護保険と医療保険等の負担額を合算し再計算を行

い、その合計の負担額が基準額を超えた場合に給付する経費であり、年間給付見込額を計上

いたしました。７項１目特定入所者介護サービス費１億４，９００万円は、居住費、食費の

負担が過重とならないよう低所得者の負担の軽減を図るため給付する経費であり、年間給付

見込額を計上いたしました。 

次は９４ページをごらんください。第５款地域支援事業費１項１目介護予防特定高齢者施

策事業費７６８万円は、要介護認定を受けていない６５歳以上の方で虚弱な状態にある方々

を対象とした運動器の機能向上教室や栄養改善教室等で支援を行う委託料と訪問指導員１名

の報酬が主なものであります。２目介護予防一般高齢者施策事業費２０７万６千円は、介護

予防に関する普及啓発に係る見込額と高齢者の健康づくりや社会参加を促し、健康維持や介

護予防への取組みを図り、その活動にポイントを付与する元気度アップ・ポイント事業に係

る上限５千円までの商品券等を計上いたしました。 

９５ページになります。２項１目介護予防ケアマネジメント事業費６４６万７千円は、地

域包括支援センターの専門指導嘱託職員３名分の報酬が主なものであります。５目任意事業

費３，６１９万７千円は、高齢者が住み慣れた地域で安心して生活を続けられるよう、高齢

者世話付住宅生活援助員派遣事業及び「食」の自立支援事業の委託料や高齢者紙おむつ等支

給事業と、成年後見人助成に係る補助金と年額７万２千円の高齢者介護手当に係る扶助費等

が主なものであります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。 

８５ページをお開きください。第１款保険料１項１目第１号被保険者保険料３億４，９８

３万２千円は、６５歳以上の被保険者の所得段階別に算出した年間保険料を区分ごとに見込

み計上したものであります。第３款国庫支出金１項１目介護給付費負担金４億７，３８０万

１千円は、歳出の第２款保険給付費に対して、国の算定方式により居宅給付費は２０％分、

施設等給付費は１５％分の交付見込額を計上したものです。２項国庫補助金１目調整交付金

３億１３万５千円につきましても、国の算定方式による交付見込額を計上したものです。 

８６ページになります。第４款支払基金交付金１項１目介護給付費交付金７億７，８４８

万５千円は、保険給付費に対する２９％分の交付見込額であります。第５款県支出金１項１

目介護給付費負担金３億９，８６３万７千円は、保険給付費に対して居宅給付費は１２．

５％分、施設等給付費は１７．５％分の算定方式による交付見込額であります。３項１目及
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び２目の地域支援事業交付金は、地域支援事業に係る県の交付金であります。３目高齢者元

気度アップ・ポイント事業補助金２５万円は県の単独補助金であります。 

８７ページです。第７款繰入金１項１目介護給付費繰入金３億３，５５５万４千円は、保

険給付費に対して１２．５％の市の負担分であります。２目及び３目の地域支援事業繰入金

は、それぞれに係る市の負担分を繰り入るものであります。４目その他一般会計繰入金７，

７０５万９千円は、職員給与費と事務費に係る費用分を繰り入るものです。２項１目介護保

険基金繰入金６，４１３万５千円は、介護保険基金を取り崩して繰り入れるものであります。

今回の繰り入れで介護保険基金はなくなってしまいますので、今後歳入不足が生じた際には、

鹿児島県財政安定化基金からの借り入れが必要となります。 

以上で事業勘定を終わり、次に介護サービス事業勘定について御説明いたします。 

特別会計予算書の１００ページをお開きください。介護サービス事業勘定は、地域包括支

援センターの運営に係る経費であります。第１款総務費１項１目一般管理費１，５５３万３

千円は、地域包括支援センター専門指導嘱託員７人分の報酬が主なものであります。第２款

介護予防サービス事業費１項１目介護予防給付事業費１１２万３千円は、要支援者に係る予

防ケアプラン作成業務の委託料が主なものであります。 

以上で歳出を終わり、次に歳入について御説明いたします。 

前のページ、９９ページになります。第１款介護サービス収入１項１目介護予防サービス

計画費収入１，０９８万９千円は、要支援者の予防ケアプラン作成に係る収入見込額を計上

したものです。第３款繰入金１項１目一般会計繰入金５７０万６千円は、事務費繰入金とし

て一般会計から繰り入れるものであります。 

以上で説明を終わりますが、答弁につきましては私のほか各係長で行わせていただきます。

よろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

山田勝委員 

８９ページのね、嘱託員等報酬、介護保険専門指導員嘱託員４名ですね。それから包括支

援センターの職員の方ですね。こういう方々の報酬というのはそれなりのですね、例えば、

介護ケアマネージャーであって、あるいは何らかのそれなりのね、ライセンスを持ってる方

でないとできないと思うしですね、私も知ってる人はどっかの看護婦の婦長さんだったりす

る人もたまに目にかけますけどね、今は十分人は間に合ってるわけ、ちゃんと欠員はないん

ですか。 

佐潟健康増進課長 

山田委員にお答えいたします。嘱託員等の欠員の状況ということでありますけれども、８

９ページの介護保険専門指導嘱託員４人の部分、こちらにつきましてはお一人辞退されて一

人欠の状態。それから地域包括支援センター専門指導嘱託員７名の部分につきましては、今

現在、４人ということで３名の欠員が生じている状況であります。 

山田勝委員 

なら、欠員を生じているということで、ちゃんと業務は当たり前、みんなに迷惑はかけな

いようにしてるの。 

佐潟健康増進課長 

今現在におきましても、地域包括支援センターにおきましては、社会福祉士と保健師もし

くは正看護師分で２人ほど欠員が生じています。その分で、本来いろいろな地域包括ケアシ

ステムであるとか、在宅医療の部分の事業関係、認知症の事業関係、もっともっとしないと

いけない部分もありますし、あと社会福祉士なんかにおいては相談業務等を主とする業務を

担当する嘱託員として考えていますが、そういった部分においてできない状況で、その分が
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保健師であるとか、生きがい対策課、各ほかの相談窓口にしわ寄せがいってるような状況で

あります。 

山田勝委員 

これはね、非常に大事な問題ですよね。前の、確かね、決算委員会のときもね、この問題

は出てきましたよ。どひこここでね、あんたたちと話しをしたところでね、片はつかない話

しですよ。これは総括で市長と話しをせないかんと思うんですけどね。やっぱりそれなりの

ギャラを出さないと来てくれないんですよ。それなりの金を出さないと。だから、私たちは

仕事をするのに公務員は私たちより何倍と給料もらって、何でて思ってるんですよ、みんな。

だから、それよりもいい金を出す民間のね、ところがあったらそこに行く。最低の状況をね、

あなた方は把握していないしね、それを市長に進言したか、まず市長に進言したの、してな

いの。 

佐潟健康増進課長 

嘱託員等の報酬、それから配置等については総務課を通じ、市長とも予算ヒアリング、そ

の際進言というか、言ってあります。 

山田勝委員 

それだったらね、あんたたちの責任じゃないんだけどね、トップが、総務課が、経営者が

ですね、それでいいと。それでいいというわけにはいかない状況でしょう、これは。４人の

うち３人いない。一方は１人も欠だという状況の中でですね、これは異常事態ですよ。だか

らやっぱり皆さんもね、腹をくくってちゃんと語らないかんですよ、市長にね。そうしない

とね、皆さん、ほかの市はわからんですよ、私はこんなのは異常事態だと思う。自分たちだ

けとって何でやらないのよ。話しもならん話や。もういいです。この問題についてはね、総

括で市長に話しをしないとね、欠は解決はつかない。阿久根のね、こういう、例えば、介護

福祉事業についてはね、非常に遅滞してる。かゆいところに手が届いていない。国はどんな

制度をつくってやっても阿久根市はする気がないんだよな、市長を含めて。それはもうわか

った。それはそれでいいよ。ここで話しをしたところでどうも片もつかない。 

それともう一つ、課長は説明の中でですね、平成２６年度は何か、施設を開設するという

ような話しをしましたね。それをもうちょっとよく説明をしてください。 

佐潟健康増進課長 

２６年度、施設ということについては説明いたしておりません。２６年度は第６期の介護

保険計画を策定していかなければならないというふうに説明しました。 

山田勝委員 

なら、２６年度に第６回の介護保険計画を策定しなければならないと、こういうことです

か。そういうことであったらですね、今、私は、例えば、特養もできた、あるいはコミュニ

ティー小規模多機能も脇本にできましたよね。皆さん大変喜んでおられる。しかしながら、

阿久根市全体を見たときですね、もっともっと必要なような気がするんですが、あと幾らぐ

らい必要だと思ってますか。 

佐潟健康増進課長 

施設の拡充とか、サービスの拡充、そういった部分につきましては、秋口から高齢者の実

態調査というのを行っております。その中にも不足するサービスはどんなのがありますかと

か、不足しているサービスはどんなのがありますか、希望する施設はどんなのがあったらい

いですかというのをニーズ調査をしています。そういうニーズ調査の集計を受けて２６年度、

いろいろな委員の方々との意見も含めて検討していくこととしておりますので、また施設の

事業者の方々にもそういう建築の意向があるのか、ないのか、意向調査もすることとしてお

ります。以上です。 

山田勝委員 

それはね、ぜひそうして欲しい。何でかつったら、先ほど課長の説明をじっと聞いておれ

ばね、団塊の世代が直接影響を受け入れるような段取りになったらですね、この限りではな
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い旨の話をされましたよね。ふえる、介護せないかん人がふえる、何とかせないかん人がふ

える。そういう中で、やっぱり遅滞することなくそういう施設設備の拡充については、なる

べく民間にまわさなきゃならないと思っているからこういう話をするんですよ。そういうこ

とで、２６年度にですね、そういうのが、そういう計画をつくるんだったら、やはりそれぞ

れ正確な数字の中でですね、施設設備の拡充を図って欲しい。希望で終わります。 

佐潟健康増進課長 

ほかにありませんか。 

［発言する者あり］ 

牛之濱由美委員 

９５ページですね、５款２項５目任意事業費ということで、１９節の負担金補助なんです

けれども、これは昨年の予算書とちょっと比べて見てるんですけれども、新規ととらえてよ

ろしいんでしょうか。この１９節の。 

佐潟健康増進課長 

１９節の総額９７０万２千円、高齢者紙おむつ等支給事業と成年後見人助成事業の部分に

ついては、生きがい対策課所管ですので、生きがい対策課長のほうで答弁していただきます。 

堂之下生きがい対策課長 

それでは１９節について御説明いたします。昨年度当初予算におきまして紙おむつの支給

事業につきましては需用費のほうで予算を計上しておりましたが、支給方法を利用券方式に

変えたということで、途中で補正予算で組み替えをいたしております。そういうことで今回

１９節に上がってきております。そしてまた成年後見人助成制度につきまして、これについ

ては今回新規で上げさせていただいております。市長申し立てによる、ほかに身寄りがいな

くて、市長が申し立てをして成年後見人を設定する方についての助成金ということになって

まいりますので、その分を予算計上させていただきました。 

［牛之濱由美委員「了解しました。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ議案第２７号について、審査を一時中止します。 

午前中の審査を中止し休憩します。 

午後はおおむね午後１時再開いたします。 

 

（休 憩 １２：０２ ～ １３：００） 

 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

ここで、作ほどの議案第２３号においてありました石澤委員の質疑に対する課長からの発

言の申出がありますので、これを許可します。 

佐潟健康増進課長 

それではお許しをいただきまして、先ほど石澤委員のほうから質問がありました病院群輪

番制事業にかかる群の意味はということに対してお答えいたしたいと思います。病院群輪番

制病院運営事業とは、地域内の病院群が協同連帯し、輪番方式により休日、夜間等における

重症救急患者の診療を受け入れる体制を整備する事業といいます。出水地区内においては、

こういう病院につきましては、出水総合医療センター、それから現在の出水郡医師会立広域

医療センター（旧市民病院）、それと出水総合医療センター高尾野診療所、この３医療機関

が担っているということで、この３医療機関を含めて病院群という意味合いになるようです。

以上です。 
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○議案第２８号 平成２６年度阿久根市後期高齢者医療特別会計予算 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

次に、議案第２８号を議題とし、審査に入ります。 

健康増進課長の説明を求めます。 

佐潟健康増進課長 

それでは、議案第２８号平成２６年度阿久根市後期高齢者医療特別会計予算について御説

明いたします。 

まず、初めに後期高齢者医療制度の概要について御説明申し上げます。 

後期高齢者医療制度は、平成２０年４月から老人保健制度が廃止され高齢者のために発足

しました。保険者は県内の全市町村で構成する鹿児島県後期高齢者医療広域連合であり、窓

口業務や保険料の徴収等を市町村で行っています。対象となる方は、７５歳以上の方と６５

歳から７４歳で一定の障がいのある方であり、阿久根市の被保険者数は平成２５年４月当初

は５，０２５人が３月では４、９６９人と５６人減少しています。 

次に、保険料についてでありますが、保険料は２年に１度見直しが行われ、平成２６年度

と２７年度については、均等割額を現行４８，５００円を５１，５００円に、所得割率を現

行９．０５％を９．３２％に引き上げられました。また、広域連合が算出した平成２６年度

の阿久根市の療養給付見込みは約４６億６，６２０万円であります。 

それでは、特別会計予算書の１１９ページをごらんください。 

歳出から御説明いたします。第１款総務費１項１目一般管理費２４１万９千円は、後期高

齢者医療に係る事務経費であり、１２節役務費２２４万８千円のうち通信運搬費２１４万５

千円は、国民健康保険と同様に保険証の切りかえの際に、簡易書留郵便代を計上したため増

額となりました。２項１目徴収費５２万３千円は、後期高齢者医療保険料の賦課徴収に係る

経費であります。第２款後期高齢者医療広域連合納付金３億１，４６４万２千円は、後期高

齢者の保険料として徴収し納付する分と、低所得者に対する保険料軽減措置分の保険基盤安

定分担金などであります。この分担金は県が４分の３、市が４分の１の負担割合で納付する

ものであります。 

次に歳入について御説明いたします。 

１１７ページをごらんください。第１款保険料１項１目後期高齢者医療保険料１億７，８

６１万円は、２年ごとに見直しされる新保険料で算定し見込額を計上いたしました。第３款

繰入金１項２目保険基盤安定繰入金１億３，６０１万２千円は、保険料軽減分として県が４

分の３、市が４分の１の負担であります。なお、県の負担分は一たん一般会計の歳入に計上

することから、市の負担分と合計した見込額を計上いたしました。 

以上で説明を終わりますが、答弁につきましては私のほか各係長で行わせていただきます。

どうぞよろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

山田勝委員 

後期高齢者医療特別会計は鹿児島県で運営してるのでね、現実に事業費そのものはわから

ないんですが、阿久根市の医療費分というのは幾らですかね。阿久根市の市民の医療費分。 

佐潟健康増進課長 

阿久根市分の療養給付見込みは説明で言いましたが、約４６億６，６２０万円が見込みと

いうことであります。 

山田勝委員 

あのね、課長、これは参考まで聞きますけどね、国民健康保険特別会計、介護保険特別会

計、そして後期高齢特別会計、これがね、阿久根市の大体医療費だと、介護もね、医療の一

つだとしてですよ、医療費だと思わないかんのですけどね。これプラス社会保険料とかいろ
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いろありますよね。厚生年金とか社会保険にかたってらっしゃる方もあるんですが、それら

を総合して阿久根市の医療費というのはどれぐらいあると思いますか。 

佐潟健康増進課長 

その医療費総額を私も知りたいということで、国保連合会のほうにも照会いたしましたが、

今、そういう協会健保ですね、社会保険とか。そういうところと私たちみたいに市町村共済、

民間団体との医療費との総額がわかるシステムがないということで、今現在把握している分

は後期高齢者分、介護保険分、国民健康保険分、３医療分だけで１０６億、これが２４年度

決算での数字になります。 

山田勝委員 

これはね、例えばですよ、人口割で考えたときに、後期高齢者でしょう、それと介護保険、

国民健康保険ですね。介護保険はみんな一緒でしょうからね。その比率を考えたときに何人

ぐらいは社会保険なんですよねという、あるいは厚生年金ですよねという、失礼しました。

国保以外の方の人数というのは大体わかるでしょう。市民がわかって、市民全体がわかって

ね、国民健康保険に加入していらっしゃる方がわかって、あるいは後期高齢者に、それぞれ

抜いてくれば残りの人は社会保険じゃないですか。そしたら人数の割合がわかればですね、

少なくても正確ではなくても、あるいはこれぐらいだよなというぐらいのことは僕はわかる

と思いますけどね。それぐらいわかっていいと思いますよ。そうしたら１５０億ぐらいかな

って思うでしょう。それぐらいの目安は、課長、考えてもいいよなと思うんですけど、いか

がですか。 

佐潟健康増進課長 

山田委員のおっしゃるとおり、そういう推計的な部分というのは必要かというふうに思い

ます。 

山田勝委員 

正確だ、正確でないというのはね、これは別として、一つの目安としてはね、ぜひ推計し

て欲しいと思います。 

それからですね、国民健康保険税から始まって介護保険、そして後期高齢者とこう今まで

審議しましたけどね、その中でちょっと私が気になってることを言いますけど、国民健康保

険に一般会計から繰り入れてますよね、国民健康保険特別会計に。この一般会計に繰り入れ

てる金額の中でですね、法定の、例えば、基盤安定資金、あるいは安定基金ですか。それと

人件費、それらの法定の繰入金以外に一般会計からもらってる金をちょっと教えてもらえま

せんか。それは何でかっつうと、阿久根市はいろいろ言うけれども、ここ近年国民健康保険

税を改定していない。その分一般会計から繰り入れているということを私は思ってるもんで

すからね、その数字を知りたいんですが。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

法定外繰り入れのことですか。 

山田勝委員 

法定外。法律で決まっているのは幾らですよ。法定で決まっていなくて一般会計から阿久

根市は特別に繰り入れてますよという分についてですね、国民健康保険税を上げないために

というのが、教えてください。 

佐潟健康増進課長 

後期高齢者医療のほうではそういう法定外はありませんけれども、国民健康保険のほうで

１億２，１６３万円であります。 

山田勝委員 

１億２，１６３万円は法定外ということですね。 

ちょっとお待ちくださいね。３億４，５７６万１千円のうち１億２，１６３万円は法定外

ということですね。わかりました。 

それでですね、国民健康保険特別会計と介護保険特別会計のね、それぞれの人件費の欄、
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職員の欄をこう見てみるとですね、例えば、国民健康保険特別会計の職員の数と給与総額、

人件費総額割る人数、職員数。それから介護保険特別会計の中の職員数でね、人件費総額を

割ったときにかなりの差があるわけですよね。それはもちろんあなたの責任じゃないと思っ

てますよ。それは、例えば国民健康保険税の事務をしている人がちょっと年をとった人が多

い、一方は少ないと、こういうふうに理解していいんですか。 

佐潟健康増進課長 

そちらの部分の人件費的な部分についてはうちの所管ではちょっと把握しきれませんので、

総務課のほうになろうかと思います。 

［山田勝委員「わかりました。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

中面幸人委員 

全体的なことでお聞きしますけれども、この後期高齢者のですね、予算額のほとんどです

ね、全体の３億１，７５８万４千円のうち、ほとんどが広域連合に納付されておりますけれ

ども、その広域連合に納付されている中身を見ればですね、被保険者の保険料がこの数字の

ごとく、そしてあと保険基盤安定分担金ですね。そして延滞金という３費目に分かれており

ますけれども、この広域連合の中にもいろんな事務的なことも当然あると思うんですけれど

も、その部分については別に負担はしないわけですか。この費目を見ればその部分が載って

ないようでありますけれどもですね。 

佐潟健康増進課長 

広域連合に支払う人件費的な負担分とかそういう部分についての御質問かと思います。そ

れにつきましては、一般会計の歳出のほうで支払いをしていまして、一般会計の予算書６０

ページをお開きいただければそこの１９節負担金補助及び交付金のところで、広域連合の一

般会計分として１６９万６千円、それから特別会計分のほうが人件費等が入りますが、そち

らのほうが８９６万８千円になります。これが広域連合に対しての一般的に事務費、それと

人件費的な費用分の負担分になります。以上です。 

［中面幸人委員「はい、わかりました。了解です。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ議案第２８号について審査を一時中止いたします。 

（健康増進課退室、市民環境課入室） 

 

○議案第２３号 平成２６年度阿久根市一般会計予算 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

次に、議案第２３号を議題とし、市民環境課、三笠支所及び大川出張所所管の事項につい

て審査に入ります。 

市民環境課長の説明を求めますが、説明は所管の予算内容、新規事業等について、簡潔明

瞭にお願いします。 

馬見塚市民環境課長 

去る３月８日の本会議において、予算特別委員会に付託となりました議案第２３号、平成

２６年度阿久根市一般会計予算における市民環境課、三笠支所、大川出張所所管分の主なも

のについて御説明いたします。 

初めに歳出から御説明いたします。 

予算書の４５ページをお開きください。一番下の段です。２款１項１５目諸費９節旅費６

千円は、自衛官募集事務に係る担当者会議であります。本年度も、自衛隊の意義を十分に鑑

み、引き続き自衛隊鹿児島地方協力本部薩摩川内出張所募集相談員と連携を図りながら募集
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広報活動に協力をしてまいりたいと存じます。 

次に４９ページをお開きください。２款３項１目戸籍住民基本台帳費の本年度予算額は３，

９９８万７千円であり、前年比２５８万１千円の減額であります。以下、各節ごとに主なも

のを説明いたします。１節報酬費から４節共済費までは職員５名分の人件費と嘱託職員３名

分の人件費であります。昨年度より嘱託職員を１名増員しておりますが、これは先の一般質

問の際に御説明いたしましたとおり、平成２６年４月から総合案内としての機能を持つ窓口

にするために増員したものであります。８節は誕生証書費であり、９節旅費は各種担当者会

への出席に係るものであります。次に、１１節需用費１１４万４千円は、住民基本台帳関係

実例追録代ほか各種証明書用紙購入費等であります。 

５０ページに移ります。１２節、１３節、１４節は省略いたしまして、１８節備品購入費

の２３万１千円は、三笠支所の契印機を購入するものです。次の１９節負担金補助及び交付

金の１５万１千円は、人権擁護委員協議会及び川内支局管内戸籍事務協議会負担金でありま

す。 

次に、５９ページをお願いします。３款１項４目国民年金費であります。本年度予算額は

７６３万９千円であり、前年比６５２万９千円の減額であります。減額の主な理由は、昨年

度は年金担当職員を２名としておりましたが、本年度は１名としたものです。節ごとの説明

は省略させていただきます。 

次に、６９ページをお願いいたします。４款１項保健衛生費の４目環境衛生費であります

が、本年度の予算額は８，３２６万６千円となり、前年比３，５４８万３千円の増額であり

ます。増額の主な理由といたしましては、潮見ケ丘墓地駐車場整備及び擁壁工事と合併浄化

槽補助事業に係る補助金を通年分より折口ニュータウン分を増額したものによるものでござ

います。１節報酬１８３万４千円は、環境審議会委員１４人分の委員報酬８万３千円と不法

投棄等指導・監視嘱託員１名の報酬１７５万１千円となっております。４節共済費と７節賃

金は、嘱託職員と臨時職員の人件費であります。臨時職員１名につきましては、新規事業と

いたしまして、市内墓地の墓地管理台帳を作成するための臨時職員であります。８節、９節

は省略いたしまして、１１節需用費７０万６千円の主なものといたしましては、昨年同様に

ダンボールコンポスト普及実証事業として、ダンボールコンポスト及び資材３００世帯分４

６万５千円を計上しております。次に、１２節役務費５４万円におきましては、６共同水道

において実施する５０項目の水質検査料で６カ所分３２万４千円が主なものであります。 

次に７０ページに移ります。１３節委託料４００万３千円ですが、これは先ほど賃金のと

ころで説明をいたしましたが、阿久根市内の墓地について、正確な管理台帳がないため、今

回、亡くなった方々の戸籍簿と言われる墓地管理台帳を作製すため、管理システム導入及び

現状調査業務を委託するものが主なものであり、ほかに潮見ケ丘墓地の浄化槽管理業務、清

掃業務委託料及び各区の墓地において処理ができない大木等に関する墓地伐採委託でありま

す。次の１４節は省略しまして、１５節工事請負費６３７万８千円は、潮見ケ丘墓地の駐車

場整備及び擁壁工事であり、元気臨時交付金、市有施設設備基金の基金事業で行うものであ

ります。次に、１９節負担金補助及び交付金６，７６７万４千円は、昨年度と比較しますと

増額となっておりますが、これは先ほど御説明をいたしましたが、小型合併処理浄化槽設置

整備事業補助金に係る補助金が通年事業に折口ニュータウン分を加えたものです。内訳とし

ましては、５人槽１６５基、７人槽２２基、１０人槽４基の計１９１基と単独浄化槽の撤去

１０基分計２０１基分でございます。また、地域づくり活動支援事業として、２団体分とし

て４０万円を計上しております。次に、５目公害対策費５９万７千円の主なものは、１３節

の委託料５８万２千円であり、市内の１９河川、２５カ所を５項目の水質検査業務委託１６

万８千円と、県の事務権限移譲に伴う自動車騒音常時監視調査業務４１万４千円でございま

す。 

次に、７１ページをお願いいたします。７目葬斎場管理費２，０４７万１千円です。前年

度と比較しますと３４５万４千円の増額でありますが、これは火葬炉修繕と消費税に係る委
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託料の見直し分でございます。１１節需用費３７８万２千円の主なものは、火葬炉２号炉、

３号炉の修繕料であり、その他突発的な故障等に対しての補修費も計上しております。なお、

この歳出につきましては、市有財産整備基金を充当しております。炉の改修とあわせて待合

室の床の張りかえ、身障者用トイレ及び女子トイレをウォシュッレットに改修する予定でご

ざいます。次に、１２節役務費は、建物総合共済であり、次の１３節委託料１，６２７万円

は、指定管理者による葬斎場の管理業務委託料であります。なお、管理業務委託料について

は、消費税増額及び燃料高騰分に伴う見直しを致しております。次の１８節備品購入費３９

万８千円は、自動芝刈り機や刈払機等を購入するものでございます。 

次に、４款２項１目清掃総務費２８３万円でありますが、９節旅費は省略いたしまして、

１９節負担金補助及び交付金の２８２万６千円ですが、これは循環型社会形成推進助成金と

して、資源ごみ、いわゆる有価物の売り上げの一部を各区の衛生自治会に対し２５２万６千

円と、生ごみ処理器の購入助成として、電動生ごみ機、生ごみ処理機と水切り容器と３種類

３０万円を補助するものでございます。なお、本年度もあらゆる機会を通じてごみ減量化対

策として積極的に推進をしていきたいと考えているところでございます。次に、２目塵芥処

理費２億７，３８３万円でございますが、前年度比５，２７１万６千円の増額であります。

増額の主なものとしまして、海岸漂着物分別収集及び流木・灌木等処理委託事業２，６５０

万１千円と公共単価の変更に伴う各委託業務の見直しによる増額及び北薩広域事務組合への

負担金の中で、新焼却場処分場建設に係る事務経費が増額したことによるものでございます。 

節ごとの説明に入りますが、４節の共済費５０万円及び７節賃金２８３万１千円は、国庫

補助事業である海岸漂着物回収事業の直営分臨時職員に係る賃金でございます。次に、８節

報償費３２４万円は、分別収集の指導立会いなどしていただく環境美化推進員に対する謝金

で、月額２，５００円の１１７人分でございますが、なお、謝金の額については低いのでは

ないかという御意見もございましたが、ことし引き続き検討をさせていただきたいと考えて

おります。次の１１節需用費の１，２６１万９千円は、８種類の市の指定ごみ袋の購入費が

主なものであります。 

次の１２節役務費を省略いたしまして、７２ページに移りますが、１３節の委託料９，６

７４万７千円は、説明欄にありますように家庭ごみ収集運搬業務ほか６件の業務委託費であ

ります。なお、全額国庫補助事業であります海岸漂着物分別収集及び流木・灌木等処理委託

事業も昨年度に引き続き行うこととしております。次に１８節の備品購入費の５４万円です

が、これは海岸漂着物回収事業の一環として、全額補助で中古の軽車両を購入する予定でお

ります。次に、１９節負担金補助及び交付金１億５，７３４万６千円は、北薩広域行政事務

組合に対する負担金であります。内訳としましては、じんかい処理費の環境センター可燃物

分が１億２，７４４万２千円であり、リサイクル処理費の不燃物・粗大ごみ分が２，９９０

万４千円であります。 

次に、３目し尿処理費の５，３２９万３千円も、北薩広域行政事務組合に対する負担金で

あります。 

以上で歳出分の説明を終わります。 

次に、歳入について御説明をいたします。 

２０ページをお願いします。1２款１項３目の衛生使用料１５５万４千円のうち市民環境

課所管分として、墓地等占用料１万３千円と葬斎場の使用料１５４万円であります。なお、

火葬見込みとして、市外居住者５件、市内居住者を３５０件、その他を２０件、計３７５件

を見込んでおります。 

次に２２ページですが、１２款２項１目総務手数料の３節戸籍住民基本台帳手数料１，０

９９万８千円は、戸籍謄抄本を初めとする印鑑証明及び住民票等の交付手数料であり、本庁

９５２万７千円、三笠支所の１３２万７千円、大川出張所の１４万４千円分であります。次

に、同じページでありますが、３目衛生手数料１，８４８万６千円のうち２節清掃手数料１，

７５２万６千円が当課の所管分であり、８種類の市の指定ごみ袋の一般廃棄物処理手数料で
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あります。 

次に、２３ページをお願いします。1３款２項３目衛生費国庫補助金１，４１３万９千円

のうち当課所管分は、小型合併処理浄化槽設置整備事業費の１，３１８万１千円であります

が、歳出の分で説明しました２０１基分のうち、１２０基についての補助であり、残りの８

１基分については、一般財源、起債対応となります。 

次に、２４ページをお願いいたします。１３款３項１目総務費委託金１６万８千円は、自

衛官募集事務費１万円と外国人登録事務に係る国からの委託金である中長期在留者住居地届

出等事務費１５万８千円であります。次に、２目民生費委託金１節社会福祉費委託金４１８

万８千円は、年金等の事務に係る国民年金事務費交付金であります。 

次に、２６ページをお願いします。1４款２項３目衛生費県補助金３，８５４万８千円の

うち当課所管分として、明細書の説明にありますとおり、小型合併処理浄化槽設置と単独浄

化槽撤去を含む１２０基分に係る県の補助金１，０６７万６千円であります。それと歳出の

分で説明を申し上げました環境保全対策事業費として、海岸漂着物回収に係る補助金２，６

５０万１千円でございます。 

次に、２７ページですが、１４款３項１目総務費委託金３，４１５万３千円のうち、１節

総務管理費委託金のうち当課所管分に係る住民基本台帳カード発行事務に伴う事務経費とし

て、２万１千円が入っております。３節戸籍住民基本台帳費委託金２７万円は人口動態調査

事務費が３万１千円で、旅券、パスポートですね、発行事務権限移譲交付金として２３万９

千円となっています。 

次に２８ページをお願いします。３目衛生費委託金の５５万８千円は、権限移譲交付金で

あり、鹿児島県ウミガメ保護条例に係るもののほか浄化槽設置等の届出受理、維持管理指導

等、浄化槽法に関する事務の権限移譲交付金であります。 

次に３３ページをお願いします。１９款５項４目２０節の雑入のうち、資源ごみ有価物売

払代３９５万４千円でありますが、これはアルミ・スチール缶及び段ボール・新聞等のほか

トレイ、ペットボトル、計６品目を見込み計上したものであります。 

次に３４ページをお願いします。２０款１項３目衛生債１，７１０万円でありますが、市

民環境課分としまして１２０基の小型合併処理浄化槽設置事業補助の財源として、国・県の

補助金を除く残額を県の市町村振興資金を活用し、充当率９０％で１，４１０万円を借り入

れるものでございます。 

次に、三笠支所、大川出張所分について、歳出から御説明をいたします。 

４３ページをお願いします。下のほうです。２款１項９目支所及び出張所費は４２７万９

千円であります。内訳としまして、１節報酬３４１万９千円及び４節の共済費５６万３千円

は、支所、出張所それぞれに１名ずつ採用する嘱託職員に係る人件費でございます。９節の

旅費は省略いたしまして、１１節の需用費１５万２千円は、一般事務用品、灯油代、校区行

事への祝い品代等があります。１２節役務費１４万２千円は、主に電話料であります。 

次に歳入については、１９ページをお開きください。先ほど説明いたしましたが、１２款

２項１目３節の戸籍住民基本台帳手数料の中で、三笠支所分は１３２万７千円、大川出張所

は１４万４千円となっております。 

以上で、平成２６年度一般会計予算の説明を終わりますが、答弁につきましては、私並び

に補佐、係長より答弁させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。 

中面幸人委員 

まず、ページは６９ページの４款１項４目８節ごみ減量推進協議会のところでございます

けれども、２４年度から協議会を立ち上げてごみ減量推進のために頑張っていらっしゃると
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思うんですけども、その後の進捗状況を教えていただきたいと思います。 

馬見塚市民環境課長 

２月に２回目を、若干期間がありましたが開催をいたしまして、集約を行ったところでご

ざいまして、今月の末にですね、最終的な意見取りまとめを行うところでございますが、答

申をいただくつもりでおりますが、一定の成果といいますか、研修を含めたところのですね、

結論を３月中にとりまとめて答申を行う予定でおります。 

中面幸人委員 

今の段階では結果というか、そういうのはまだ出ない状況ということでございますか。 

馬見塚市民環境課長 

内容等につきましては大きく二通りの答申とはなっております。一つにつきましては、事

業所のごみについての分別を徹底する活動を行うということが一つとですね、もう一つは生

ごみのたい肥化処理事業についての意見を答申するような予定でおるということで、現在は

進んでいるようでございます。 

中面幸人委員 

その件についてはそれでよろしいです。 

次は７０ページ、４款１項４目１９節の中に、地域づくり活動支援事業という予算を組ん

でおりますけど、市民環境課としてですね、この事業についてどのような内容になっている

のか教えていただきたいと思います。どういうのに使えるのか。 

馬見塚市民環境課長 

皆さん御存じのとおりだと思うんですが、救急に企画のほうから各担当課で予定する事業

はないかというようなことがありまして、当課所管としましては２０万円ずつ二つを予定し

たところでございます。一つは脇本浜の海岸清掃に係るボランティア団体が出てくるのでは

ないかということで一つを想定をしております。もう一つは花咲かせ隊ですかね。３８９号

線のあそこの清掃ボランティアがあるのではないかということで、二つを想定しているとこ

ろでございます。以上です。 

中面幸人委員 

所管課では大体今説明あった二つの団体というか、組織というか、そういうところにほん

なかこういう助成するという形で、もう別にここの所管としては新たにはもう助成は受けら

れないということですか。 

馬見塚市民環境課長 

いえ、当然、この件につきましてはですね、企画とも協議をしまして、それ以外ののが出

てきたときはどういうふうな対応するかということで内々の協議も済ませておりますので、

特別また、それは想定はしておりますが、来た順に行い、そしてまた必要であれば予算措置

は検討して実行はしたいと考えております。 

中面幸人委員 

この事業については各所管それぞれこういうふうに分かれて振り分け、全部で２００幾ら

だと思っているんですけれども、内容的には同じようなことですかね。 

馬見塚市民環境課長 

この件につきましてはですね、課長会のほうで企画課長から提案があったときにいろいろ

議論がなされてですね、やはり先の課の説明でもありましたとおり、専門になるとなかなか

企画課では判断がつかないので、担当課でも予算を持って欲しいというような意向でござい

ましたので、それぞれ予算は設置したような状況でございます。だから、統一した企画で持

っているコミュニティー助成事業の趣旨にのっとったところで、所管課がはっきりしている

分については所管課で行うというような意志だったと思っております。 

中面幸人委員 

あと一点、今度はページのですね、７１ページから７２ページにかかっておりますけれど

も、４款２項２目の中でですね、広域行政のほうに負担金として納める中でですね、北薩広
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域行政事務組合のほうに１億５，７３４万６千円というふうに予算化されておりますけれど

も、このうち環境センターのほうには１億２，７４４万２千円。これは通常の負担分のほか

にですね、例えば、先ほど言われた新焼却処分場に向けての経費等というのもこれの中に含

まれているのか、お聞きいたします。 

馬見塚市民環境課長 

これについてはですね、当初予算の説明書を広域のほうからいただいております。その中

で、新焼却処分場に関する費用としまして、９，２０４万８千円となっております。これを

２市１町で分配しているというようなことです。新焼却処分場にかかる部分としましては、

９，２０４万８千、主に新焼却整備事業費として予算計上しておりますというような説明で

ございました。 

中面幸人委員 

この全体で９，２０４万８千円の中で、当市の負担分は幾らですか。 

馬見塚市民環境課長 

これにつきましてはですね、各広域の予算内で委託料であったり、事務費であったり、人

件費に割り当てられてますので、詳しくは今はちょっと出せられません。 

中面幸人委員 

今、ここでは発表できないけど、中身的にはわかってるということですか。 

馬見塚市民環境課長 

予算書をいただいていますので、その中で均等割、人口割を計算するとそれぞれののが出

てくると思います。 

中面幸人委員 

なら、その中でですよ、その中で、新焼却処分場にかかわる経費というのはわかりますか。 

馬見塚市民環境課長 

はい、わかります。時間をいただけば。 

中面幸人委員 

じゃあ、今はそれでいいです。じゃあ、そこを踏まえてですね、現在の新焼却処分場に向

けての進捗というか、進みぐあいというか、方向性というか、その辺あたりがわかってれば

教えていただきたい。 

馬見塚市民環境課長 

新焼却処分場にかかる北薩広域行政事務組合における実施状況、それから今後の事業につ

いてはですね、ここに５ページぐらい届いております。お渡しできる資料でございますので、

あともってお渡しをしたいと思います。説明すると５ページ分読まなければならないと思い

ますので。 

［中面幸人委員「それで結構です。あとでください。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

７０ページの、課長、これは懸案なんですけどね、折口ニュータウンの小型合併浄化槽設

置事業の補助金の話しで、非常に長い間懸案でございましたけれども、これはもうね、課長

が一生懸命努力して農協から金を引き出したことで、ものすごく負担金が少なくなったんで

すよね。もう一遍、一人当たりですね、農協から幾ら、阿久根市が幾ら、農協幾らというの

をもう一遍確認させてください。 

馬見塚市民環境課長 

市の補助金がですね、２，７４３万６千円でございます。それからくみあい開発から助成

金としていただいたお金が１，２３０万円となっております。これは１５万円掛ける８２基

分ですね。一人当たり１５万円をいただいております。 

山田勝委員 
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今ですね、折口ニュータウンで関係者の中でね、非常にこの暗礁に乗り上げているという

のがあるんですよね、いろいろ聞いてみますと。だから、積極的にやれる人と、やれない人

があってですね、やれる人はどうしていいかわからないという人もおりますよ。そういう中

で、私もずっと流れを見ておったんですけれども、最終的にはどの方も同じような負担で、

同じような負担で終わるようにという形で進んでいたかのように見えたんですが、今は非常

に暗礁に乗り上げているのっていうのは、業者をですね、業者を、阿久根市の業者を選択す

ることによって、非常にまあ、高い見積もりがきてる。それから、それよりも安くできると

いう人が出てきて、その安くできるという人が、また何人かを募りながらですね、うんどん

といっどきせんか、うんどんといっどきせんかちゅうことで募りながらやっている。そうい

う中でですね、非常にこう暗礁に乗り上げてるなという気がするんですが、例えば、私はこ

う課長、思ってるんですけどね、例えば、何も８０何戸一斉にやればですね、阿久根市の業

者が仮に８０万なら８０万をという値段を出すのであったらですね、逆に７０万という業者

が出してくれる業者が仮に川内の人であっても出水の人であっても、鹿児島の人であっても

ですね、全部を安くしてる業者が出てくれるとしたら、それはそれでね、私は対住民のため

には非常にいいという気がするんですが。何でかって、そうしなければですね、阿久根市に

固執したばっかりに、一人分の出し分がですね、３０万出した人ですよ、負担金を。それか

ら、１５万で済んだ人と仮に出てきたとしたときにですね、かなり今後ぎくしゃくした、そ

してまた何かね、禍根を残すような気がするのでね、ここは課長のほうがなんとかまとめて

ですよ、これをより安いところに、よりみんな公平に、平等にできるような形で進めて欲し

いなあという気が今してるんですが、どういう進捗状況なんですか。教えてください。 

馬見塚市民環境課長 

ただいま山田委員が申されたとおりですね、当初は我々もこの協議会には阿久根の業者を

使ってくれということでお願いをしまして、その説明会においても私も同席をしまして、そ

の阿久根の業者の方々、８社でしたか、お願いをしまして、事情が事情であることから、大

幅な値下げをして欲しいというお願いをいたしましたが、阿久根の方々が先に鹿児島のほう

から見積もりをとっておりました。それよりも非常に上回る金額で見積もりがきましたので、

協議会の会長を含めたところで再度協議をしまして、今、おっしゃられるとおり、阿久根市

の業者にはこだわらない、住民にとって最良の手法でやろうということで協議をしたところ

でございました。その中でですね、やはりどうしても身内に設備業者がいるという方々がお

られまして、その方々はどうしても自分が頼めばこれぐらいの安価でできるんだと言って、

共同で発注した場合はたこう出さないかんというような苦情があったそうです。その方々に

対しては協議会の方々もですね、そこまで押しつけて高いほうを選択させると、後々までず

っと協議会、また個人名で中傷されるというということで協議をしたところ、とりあえず、

個人でそういう業者があるんだったら個人でお願いしますと。しかしながら、そういう方々

がいない方については協議会のほうで最終的にすべての方々を一括し発注をする方法をとり

たいと思います。その際には、市内外を問わず見積もりをとって、なるべく先ほど申し上げ

ました市の助成金、くみあい開発の助成金を合わせたのに少しの金額で済めるように努力を

したいということで説明会を今行ったところです。今、個人で望まれる方の届け出を今待っ

てる状態でございます。以上です。 

山田勝委員 

非常にですね、皆さん、どうしたらいいかわからない人、あるいは、今課長が言われたよ

うに、やうちによかとこいがあるからそれよりも安くしてくれるという話しをしている人、

いろいろあると思いますよ。でも私はね、ふとこう思ったんですけどね、もし、その人がだ

れよりも安くしてる身内の業者が仮におったとしたらね、その人とともね、一緒になって見

積もりをとっていただいて、そんなら全部していただくとしたら努力してくれるかというこ

とで、それも業者の中に加えてですね、私は全員同じような条件でやって欲しいなと思うの

でね、これを言うんです。そういなければね、必ず高かった、安かった、仮に５万差があっ
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た、高かったということでずっとこう禍根を残す気がしますのでね、これは予算を握ってる、

今まで努力された課長がですね、ちゃんとその付近を調整しながら、もしその親族に安い人

がおるんだったら、それで全部頼んでもいいじゃないですか。そういうことで、私はなるべ

く全員同じような条件のもとにやって欲しいなという気持ちでお願いをしているところです。

あなたでないとできないと思います、これは。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

野畑直委員 

７０ページのですね、４款１項５目公害対策費の１３節委託料も水質検査業務１９河川と

いうことでしたけれども、この１９河川の箇所数と、年２回行うということで聞いてたと思

うんですが、その箇所数と月を、検査月ですね、を教えてもらえませんか。 

馬見塚市民環境課長 

すいません、しっかりと質問を聞いたつもりだったんですが、ちょっと足りなかったらも

う１回、すいません、お願いします。 

１９河川２５カ所でございまして、昨年度、野畑委員からありましたように、夏を２５年

度はとりました。２５年度、ことしもですね、また同じ、１カ年では不十分かと思いますの

で、ことしも夏にとって２カ年のデータをとりたいと思っております。以上です。 

野畑直委員 

夏場をお願いして、昨年はそういう実施をされたと。そして、例年は２月ごろの実施だっ

たと思うんですが、夏場と冬場の２回をされる予定ですか。 

馬見塚市民環境課長 

夏場だけ１回の予算でございます。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

課長、窓口の一本化についてですね、本会議でもお尋ねしましたけれども、この予算の中

から見たときですね、市民環境課で窓口は受けると、こういうことでしたけどね、そういう

ことで、今回、臨時職員、嘱託職員ですか、それを３人になりましたね。それから税務課の

ほうに２人おりますね、予算の中にですよ。その付近はどういうような形で執行されるんで

すか。 

馬見塚市民環境課長 

その件についてはですね、御指摘があったとおりですね、税務課と市民環境課ですね、当

初は税務課のほうを１名減する予定で協議が進んでたんですが、実際に税務課とすればです

ね、税務課のほうではやはり窓口業務は嘱託職員の業務の２割から３割程度であるというこ

とで、どうしても嘱託職員は減はできないということで、だいぶ２カ月ほど協議をして、最

終的には事務補助ということで税務課は２名残しております。当市民環境課は１名を増員し

ました。そのかわりですね、税務課の職員が昼休み、それから夕窓についてはですね、当市

民環境課の窓口に来て業務を行うということで協議がなされたところです。また、当課とし

ましても繁忙期ですね、繁忙期、もしくは月曜日、金曜日につきましては職員が窓口の応援

体制を整えまして、御指摘があったとおりですね、なるべく自席から立ってお迎えをすると

いうような窓口体制にしたいと考えているところです。以上です。 

山田勝委員 

初めてのやり方、仕方なので、してみらなわからんたいどんからん、しかしながら、私は

今回、鹿児島県の中の鹿児島市の次にね、先駆けてやるつうのはね、すごいことだなと思っ

てますよ。そういうことで、ぜひ成功させてください。以上です。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 
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［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第２３号中、市民環境課、三笠支所及び大川出張所所管の事項について、

審査を一時中止いたします。 

（市民環境課退室、農政課入室） 

次に、議案第２３号中、農政課所管の事項について審査に入ります。 

農政課長の説明を求めますが、説明は所管の予算内容、新規事業等について、簡潔明瞭に

お願いします。 

内園農政課長 

それでは、３月５日の本会議におきまして、予算特別委員会に付託になりました議案第２

３号、平成２６年度阿久根市一般会計予算のうち農政課が所管する歳入歳出予算について、

御説明いたします。 

まず、歳出について御説明いたします。 

予算書の７４ページをお開きください。６款農林水産業費１項２目農業総務費の予算額９，

９７４万９千円は、職員１５名の人件費が主なものでございます。 

次に、７５ページになりますが、３目農業振興費のうち主なものについて御説明いたしま

す。７節賃金１５３万２千円のうち１４１万６千円が有害鳥獣対策パトロール員の雇入れ賃

金で、残りの１１万６千円が中山間地域等直接支払推進事業の事務補助員の賃金であります。

次に１３節委託料の予算額３７９万１千円は、本年度実施いたしました農業振興地域の見直

しに向けた基礎調査業務の成果を受けまして、整備計画書を策定するものであります。 

次に、７６ページをお開きください。１９節負担金補助及び交付金の予算額７，４０３万

３千円は、鳥獣被害防止対策協議会に対する運営費補助１，３４２万５千円と中山間地域等

直接支払制度事業以下１１事業の事業費補助が主なものでございます。補助内容等につきま

しては、まず、鳥獣被害防止対策協議会に対する予算額１，３４２万５千円は、鳥獣被害対

策として槝之浦西地区と尾崎地区で実施予定の防護柵等の設置に対する補助金の交付でござ

います。本事業につきましては、国の鳥獣被害防止総合対策事業に県が追加補助を実施して

いるものでございまして、負担割合は国が５５％で県が２７．５％の合計８２．５％であり

ます。ただし、地域ぐるみで侵入防止柵の設置等を直営施行される場合は、上限単価を超え

ない限り１００％補助となっております。 

次に、中山間地域等直接支払制度事業の９８３万２千円につきましては、瀬之浦下地区外

１７地区において協定を締結されている中山間地域等直接支払制度の事業施行に対する補助

金の交付でございます。補助割合は、国が２分の１、県と市がそれぞれ４分の１であります。 

次の農業・農村活性化推進施設等整備事業の４０８万円につきましては、農家の農業機械

等の過剰投資を抑制しまして、農業経営の安定を図るために、農業施設及び農業機械等の導

入を図る農作業受託組合等に対しまして補助金を交付しているものでございます。負担割合

は、県が３分の１、市が６分の１を負担しており、県と市で２分の１を負担しているところ

でございます。 

次の農作物鳥獣害防止施設整備事業の２９７万５千円のほか、耕作放棄地解消対策事業の

１５０万円、ジャンボタニシ駆除対策事業１０５万円、商談会出展事業１１４万８千円につ

きましては、いずれも市単独事業でございまして、それぞれ事業費の２分の１を補助し、農

家の経費負担軽減や経営の安定のために助成しているものでございます。これらのうち農作

物鳥獣害防止施設整備事業につきましては、平成２５年度から下限面積を１０アールから５

アールに緩和いたしまして、農作物の被害防止策を講じられた農家に対しまして経費の助成

を行っているところでございます。 

青年就農給付金事業の１，３５０万円につきましては、新たに農業経営を開始する農家に

対し、国が補助金を交付するものでございまして、月額１２万５千円の定額補助であります。

本事業は、平成２４年度から国策として実施された事業でありますが、本年度末における受

給見込者数は延べ６人となる見込みであります。平成２６年度は、さらに４人の新規就農者
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を見込んでいるところでございます。 

降灰防止降灰除去施設等整備事業の１，６６１万２千円につきましては、降灰防止対策と

して、ハウス施設や共同利用機械施設等の導入整備に対する国・県の補助事業でございます。

平成２６年度は、阿久根大将季生産組合がハウス３棟を整備する計画であります。補助率は、

県の補助金で６５％となっているところでございます。 

連作障害対策土壌消毒事業の３３０万円につきましては、実えんどう、ソラマメ、イチゴ、

タバコの連作障害対策として、土壌消毒を実施したとき、薬剤等の必要経費のうち４分の１

を補助している市単独補助事業です。 

地域づくり活動支援事業の６０万円につきましては、阿久根市内の各種団体が地域活性化

のために取り組む活動を支援するものであります。平成２５年度は、企画調整課が窓口とな

っていた事業でありますが、２６年度から団体等の支援につきましては、所管課が窓口とな

ったものでございます。本年度は限度額２０万円の３団体分を見込み計上したものでござい

ます。 

環境保全型農業直接支払制度推進事業の９千円につきましては、化学肥料や農薬を使用し

ない農業など有機農業の取り組みに対しまして補助金を交付するものであります。交付単価

は、１０アール当たり３千円で、負担割合は国が２分の１、県と市が４分の１となっており

ます。 

渇水対事業の６４万円につきましては、渇水期等における農家の経費削減と経営安定のた

めに渇水対策に係る経費の一部を助成しているものでございますが、昨年夏の渇水期におい

て想定以上の対策を要しましたことから、一部要綱等の見直しを図りまして、予算の増額を

行ったものでございます。 

次に予算書は、７７ページになります。４目畜産業費の予算額９，５７７万５千円のうち

主なものについて説明いたします。１９節負担金補助及び交付金のうち、子牛生産出荷奨励

事業の１４１万円につきましては、子牛生産農家が子牛を出荷する際の市場手数料を助成す

るものでありまして、１頭あたり３千円を助成しております。次に、２１節貸付金の素畜導

入資金の９，２００万円につきましては、畜産農家が低金利で資金の借り受けができるよう

市がＪＡへ資金を貸し付けているものでございまして、素畜導入を円滑にするための導入資

金のことでございます。１頭当たりの貸付金限度額は５０万円でございます。 

次に、予算書の７７ページから７９ページになります。５目農地費の予算額５，６８１万

８千円は、７８ページにあります１３節委託料の２８９万円と１５節工事請負費３２０万円

のほか、１９節負担金補助及び交付金の４，５２３万２千円が主なものでございます。まず、

１３節の委託料につきましては、折多排水機場維持管理業務以下８つの業務委託でございま

す。そのほとんどが農業用施設の維持管理に関するものでございますが、末尾の換地計画概

要書作成業務委託につきましては、中山間地域総合整備事業阿久根北部地区の事業完了後、

次期中山間地域総合整備事業を施行するにあたりまして、換地計画概要書の作成が必須とさ

れているところでございまして、その業務委託費を計上しているものでございます。次に１

５節工事請負費の３２０万円は、松ケ根ため池の漏水防止工事等を計画しているものでござ

います。次に、１９節負担金補助及び交付金の４，５２３万２千円は、阿久根地区危険物安

全協会以下５協会の運営費等の負担金と、７９ページにあります土地改良施設維持管理適正

化事業以下８事業に対する事業費負担金などでございます。 

このうち主な事業といたしましては、まず、土地改良施設維持管理適正化事業の９７万６

千円でございますが、平成２９年度に事業実施予定の折多排水機場の電気配管等の取替工事

の負担金２５万２千円と、平成２７年度に事業実施予定の鶴田頭首工のゲートの塗装補修工

事に係る地元分担金２５万２千円のほか、平成２９年度に事業実施予定の飛松海岸の招戸ゲ

ート施設設備等に係る地元負担金４７万２千円の合計額であります。３事業ともに事業に要

する経費を５カ年計画で分割負担するものでございまして、その負担割合は、国・県及び土

地改良施設等の管理者は３０％、市は１０％となっているところでございます。 
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次の中山間地域総合整備事業北部地区の９１５万円につきましては、筒田区の平田農道の

整備を実施する計画であります。負担割合は、従来どおり生産基盤の整備となりますことか

ら、国が５５％、県が３０％、残りの１５％を市が負担するものでございます。 

次の農用水資源開発調査の３７５万円につきましては、農業用用水の確保を図るため県営

事業の農用水資源開発調査を活用し、ボーリング調査を実施するものでございます。本年度

は、折多地区の農業用水資源を確保するために、ＪＡ折口スタンドに設置された給水施設の

代替施設としての計画を進めているところでございます。 

次の共同活動支援交付金１２１万４千円及び向上活動支援交付金１０４万３千円につきま

しては、国の農地・水保全管理支払交付金事業のことでございまして、共同活動支援交付金

は、地域が共同して農道や水路の清掃とか草刈りなど保全管理活動を実施された場合、その

地域に対して活動支援を行っているものであります。折多校区の自然を守る会ほか６地区と

協定を締結しているところでございます。 

向上活動支援交付金につきましては、農業用の用排水路等の長寿命化のための補修及び更

新等を実施する地域に対しまして活動支援を行っているものでございまして、市内３地区が

協定を締結されているところでございます。なお、本事業に対する負担割合は、いずれも国

が５０％、県と市が２５％となっております。 

次に、県営防災ダム事業の３５０万円につきましては、平成２３年度から２８年度までの

６カ年計画で、ダムの警報設備システムやダム観測装置の更新・改修工事を実施していると

ころでございまして、事業実施に伴います負担割合は、国が５５％、県が４０％、市が５％

であります。 

県営農地整備事業(阿久根第２地区)の１，８４９万１千円は、平成２５年度から２７年度

までの３カ年計画で、市道園田内田線、赤瀬川本線、牧内桑原城線の３路線の路面の改良等

を施工する計画であります。本事業の実施に伴ないます負担割合は、国が５０％、県が２９．

５％、残りの２０．５％を市が負担するものであります。 

次の農村地域防災減災事業（桐野上地区）の７５万円につきましては、農村地域防災減災

事業を活用いたしまして、桐野上地区内の水路整備を実施しようとするものでございます。

平成２６年度は、実施測量設計業務に対する市負担金を計上したものでございます。事業施

行に伴います負担割合は、国が５５％、県が４０％、市が５％であります。 

次の中山間地域総合整備事業（南部地区）の３２５万円につきましては、中山間地域総合

整備事業阿久根北部地区の事業完了後、未実施地区において同事業を導入するために、平成

２６年度に事業計画書を策定しようとするものでございます。事業施行に伴います負担割合

は、国が５０％、県と市が２５％でございます。 

負担金補助及び交付金の最後にあります市単独土地改良事業の２３１万円につきましては、

国や県の補助事業に該当しない事業のうち地域が事業主体となって実施されます農業・農村

の整備事業に対しまして、市が７０％補助している事業でございます。平成２６年度は、農

道舗装工事が瀬之浦下区外１件、槝之浦西区で生活道路の整備が１件、古里地区で水路工事

を１件施行する計画でございます。 

次に、７９ページにあります６目国土調査費の予算額２５万４千円は、地籍修正業務を初

め図根点の確認及び保護業務などの通常業務に対する事務費等を予算計上したものでござい

ます。昨年度まで国土調査費で予算計上しておりました測量機器等の保守点検業務委託につ

きましては、予算書の７８ページにあります農地費の委託料で予算計上しております。 

次の７目ダム管理費の予算額３２９万２千円は、高松防災ダムの洪水調節や高松川流域に

設置しておりますダム関連施設等の維持管理及び保守点検等の管理業務費でございます。１

１節需用費の光熱水費１２３万２円は、ダム管理事務所のほか、各警報局、水位局、雨量局

の電気代が主なものでございます。 

次に、８０ページをお願いします。１３節委託料の１４２万６千円は、高松ダムの無線設

備の保守点検業務と高松ダムに設置しております非常用予備発電装置の電気工作物保安管理
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料のことでございます。 

次に、９目農林業振興センター費１，６３２万１千円は、農林業振興センターの管理、運

営に係る一般事務費でございます。１節報酬２２０万円につきましては、農林業振興センタ

ーに配置している農業専門員の報酬でございます。７節賃金４９０万７千円は、農林業振興

センターにおける作業員３名分の賃金でございます。１５節工事請負費５６万３千円は、農

林業振興センター敷地内の６号ハウスと７号ハウスの間に土地の形状が７メートルほどの高

低差があるわけでございますが、そこに高低差がありまして、農業作業車等利用するときに

誤って転落するといったことのないような転落防止柵等の設置を計画しているところでござ

います。１７節公有財産購入費の２５１万円につきましては、農林業振興センター内の３号

ハウスボイラー用の重油タンクが腐食しておりまして重油漏れが危惧されることから、市有

施設整備基金を活用し取りかえ工事を行うものでございます。１８節備品購入費の２３０万

４千円につきましては、主なものといたしましては農林業振興センターで使用しております

トラクターが、購入から２４年が経過しておりまして、最近ひんぱんに不ぐあいが生じてい

るというような状況でございまして、電源立地対策交付金を活用いたしまして買いかえを行

うものでございます。 

１０目農村環境改善センター管理費１，５７０万５千円は、農村環境改善センターの管理、

運営に係る一般事務費であります。７節賃金２２３万２千円は、農村環境改善センターの臨

時職員の賃金と夜間警備員の賃金でございます。１１節需用費の３６４万８千円につきまし

ては、光熱費の２３４万４千円が最も高額となっているところでございますが、主にセンタ

ー内の電気料が主なものでございます。また、修繕料の１０１万４千円につきましては、多

目的ホールの雨漏り修繕がその主なものでございます。 

次に８２ページをお開きください。１５節工事請負費の３０２万４千円につきましては、

市有施設整備基金を活用いたしまして、センター内の加工室厨房空調機器等の設置工事を行

うものでございます。１７節公有財産購入費の５７６万２千円につきましては、平成３年に

設置いたしました冷暖房機器４機のうち２機が経年経過によりまして故障しているため、電

源立地対策交付金を活用しまして取りかえることにしたものでございます。 

次に、１１目農業構造改善センター管理費４９６万円は、西目地区集会施設の管理事務費

であります。７節賃金３００万７千円は、昨年度までは管理委託料として１３節委託料で予

算措置したものでございますが、本年度から賃金で予算措置したものでございます。１１節

需用費のうち施設内の電気料９７万２円が主な経費であります。 

次に８３ページになりますが、１３目折多地区活性化施設管理費３３３万１千円は、折多

地区集会施設の管理事務費であります。７節賃金１７９万３千円は、折多地区集会施設の管

理に要する費用を措置したものでございます。現在、管理人をおくのか、団体等へお願いす

るのか、折多地区集会施設周辺の地域の方々等と協議を行いながら方向を決めていきたいと

いうことで、４月以降の開設に間に合うように現在準備を進めているところでございます。

１１節需用費の１０６万４千円は、施設の電気料及び水道料がその主なものでございます。

また、同節内の修繕料２０万円につきましては、不測の場合に備え２０万円見込み計上した

ものでございます。 

次に予算書の１２４ページをお願いいたします。１１款災害復旧費４項１目単独農業施設

災害復旧費１５０万円は、国の補助事業に該当しない緊急に復旧を要する農業施設災害に対

する予算措置でございまして、１４節使用料及び賃借料の８０万円は土砂等の除去作業に必

要な重機借上等が主なものでございます。 

以上で歳出を終わり、次に、歳入について御説明させていただきます。 

予算書の１９ページをお願いいたします。１１款分担金及び負担金１項１目１節の農業費

分担金４９万９千円は、平成２７年度事業で実施予定の鶴田頭首工のゲート関係塗装に係る

受益者分担金２５万２千と、中津原地区で施行予定の県単かんがいポンプ更新設置事業実施

に伴います受益者負担金２４万７千円のことでございます。受益者負担は、土地改良施設維
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持管理適正化事業では３０％で、農業農村活性化推進施設等整備事業が１６．５％でござい

ます。 

２０ページをお開きください。１２款使用料及び手数料１項４目１節農業使用料７５万円

は、農村環境改善センターの施設使用料３０万円と、構造改善センター会議室及び運動広場

のナイター施設使用料３５万円のほか、新たに設立いたします折多地区活性化施設の施設使

用料１０万円を見込んだものでございます。 

次に２６ページをお願いいたします。１４款県支出金２項５目農林水産業費県補助金１節

農業費補助金６，３４６万６千円のうち、農政課所管分について御説明申し上げます。水田

農業確立推進活動事業費以下１２事業の実施に伴う県補助金でございます。補助受入額が１

００万円以上について説明いたします。 

まず、中山間地域等直接支払制度事業費の７３７万３千円につきましては、中山間地域等

直接支払制度事業を実施しております瀬之浦下地区を初め市内の１８地区に対しまして、対

象事業費の２分の１を国が、残りの２分の１を県と市が折半している交付金でございまして、

その国、県分補助金の受入額でございます。 

次に、農業・農村活性化推進施設等整備事業費の３３２万円につきましては、槝之浦西生

産組合が購入されますトラクター及び中津原地区が施行される県単かんがいポンプ更新設置

事業に係る県補助金でございます。補助率は、農業用機械の購入が３分の１で、かんがいポ

ンプ更新設置事業が４０％でございます。 

次に、農業者経営所得安定対策推進事業費の２２５万１千円につきましては、農業者経営

所得安定対策推進事業の実施に伴います国・県補助金でありますが、農業経営の安定、国内

生産力の確保、食料自給率の向上といった農業の多面的機能を維持することを目的に、国か

ら市町村が設置している農業再生協議会に対しまして補助金を交付しているものでございま

す。 

次の活動火山周辺地域防災営農対策事業費の１，６６１万２千円につきましては、阿久根

大将季生産組合がハウス３棟及び暖房機器類を整備しようとするものでございまして、これ

らに対する県補助金のことでございます。補助率は、事業費の６５％でございます。 

次の青年就農給付金事業費の１，３５０万円につきましては、新規就農者に対する国の青

年就農給付金のことでございます。本事業は、平成２４年度から開始されたものでございま

すが、２６年度は既存の受給者５名に加えて、新規の３名に、新規見込者１名を加えたとこ

ろの９名を予算計上したところでございます。補助率は年間１５０万円の定額補助でござい

ます。 

次に、鳥獣被害対策実践事業の１，３３６万円につきましては、地域ぐるみで鳥獣被害防

止活動や侵入防止柵の整備等の取り組みを実施された協議会に対しまして支援する事業でご

ざいますが、補助率は地域ぐるみで直接施行された場合１００％でございます。 

次に２８ページをお願いいたします。１４款県支出金３項５目農林水産業費委託金１節農

業費委託金の１３万１千円は、海岸保全区域に指定されております折口と飛松海岸における

施設等の管理費として、県から管理委託金の交付を受けているものでございます。 

次に、２９ページにあります１５款財産収入２項３目生産物売払収入１節生産物売払収入

１，５５０万円のうち農政課所管分は、３０ページにあります農林業振興センターにおける

花、苗等の生産物等の売払収入２００万円でございます。 

次に、３１ページになりますが、１９款諸収入３項２目１節農業費貸付金元利収入９，２

０１万８千円は、素畜導入資金としてＪＡ阿久根事業所及び三笠事業所への貸付金９，２０

０万円の元金と０．０２％の貸付金の利子分でございます。 

同じく３１ページにあります５項４目２０節雑入のうち農政課所管分につきましては、３

３ページの中ほどにございますが耕作放棄地解消対策事業農地賃貸料の４万２千円でありま

す。これは、平成１７年度から事業開始されました特定法人等への貸付事業に係る賃借料の

うち、当該法人からの農地賃貸料の受入額でございます。本制度は、耕作放棄解消対策とい
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たまして、特定法人へ市経由で貸し付けました農地の賃借料を、市が所有者に対して支払っ

ているものでございますが、年度末に同額を当該法人から市が受け入れているものでござい

ます。現在は、平成２１年１２月の農地法改正によりまして、特定法人への貸付事業が廃止

となりましたことから、契約満了となりました法人等から順次、直接契約するように移行し

ているところでございます。次に、３４ページをお願いいたします。２０款市債１項５目農

林水産業債１節農業債の２，９００万円は、土砂崩壊防止事業債以下５事業の事業実施に伴

います財源充当債であります。土砂崩壊防止事業債の６０万円は、農業農村地域防災減災事

業の実施に伴います財源債でございます。財源債は、一般公共事業債で充当率は９０％でご

ざいます。次の県営中山間総合整備事業債の６１０万円につきましては、生産基盤事業費の

１０％部分のみにつきまして過疎債が適用されますことから、６１０万円に対しまして過疎

債を充てているものでございまして、充当率は１００％でございます。次の県営防災ダム事

業債は、公共事業等債を充当しまして充当率は９０％でございます。以下、商談会出展事業

債及び県営農地整備事業債につきましては、過疎債を充当いたしまして、充当率は１００％

となっているところでございます。 

以上で説明を終わらさせていただきますが、答弁につきましては私以下、係長等でお答え

させていただきますので、よろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

質疑ありませんか。ありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第２３号中、農政課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（農政課退室、農業委員会入室） 

次に、議案第２３号中、農業委員会所管の事項について審査に入ります。 

農業委員会事務局長の説明を求めます。 

内園農業委員会事務局長 

それでは、３月５日の本会議におきまして、予算特別委員会に付託になりました議案第２

３号、平成２６年度阿久根市一般会計予算のうち、農業委員会所管の歳入歳出予算について

御説明いたします。 

まず、歳出について御説明いたします。予算書の７３ページをお開きください。６款農林

水産業費１項１目農業委員会費の予算額３，２３０万２千円は、農業委員１２名と職員４名

の人件費が主なものでございます。１節報酬６６３万２千円は、農業委員１２名の報酬でご

ざいます。 

予算書の７４ページをお願いいたします。１９節負担金補助及び交付金１９万２千円は、

県農業会議拠出金１５万３千円が主なものでございます。 

次に、予算書の８０ページをお開きください。８目農業者年金事務費５５万円は、農業者

の老後の安定を図るため、経営移譲年金及び老齢年金の裁定請求等の進達並びに年金加入促

進活動にかかる一般事務費でございます。１１節需用費３１万８千円が主な経費でございま

して、農業者年金加入促進用の事務用品等及び車の燃料費等でございます。 

次に、予算書の８２ページをお願いします。１２目農地利用対策事業費４００万８千円は、

農地利用集積特別対策事業及び機構集積支援事業に係る一般事務費でございます。農地利用

集積特別対策事業は、農家の方々の意向等の情報を収集いたしまして、農地の利用調整を行

いながら認定農業者等の育成を図るものでございます。また、機構集積支援事業につきまし

ては、平成２５年度までの農地制度実施円滑化事業が今回新たに再編されまして、平成２６

年度から機構集積支援事業として実施される補助事業でございまして、全国の農業委員会の

農地基本台帳の電子化と地図システムの一元化を図り、遊休農地解消対策の強化と農地集

積・集約化を推進いたしまして、農地の有効利用の継続や農業経営の効率化を進めることを
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目的とした事業でございます。 

主なものといたしまして、８節報償費９９万６千円のうち、農業委員活動謝金が８６万４

千円でございます。これは、遊休農地の解消と農地の有効利用を図るために、農業委員とそ

の協力員が農地集積推進のための活動に対する謝金でございます。 

予算書の８３ページをお願いいたします。１３節委託料２１６万７千円は、農地基本台帳

及び地図システムについて、現在のシステムに耕作放棄地管理機能を追加するとともに、国

が求める全国の農業委員会の農地基本台帳及び地図システムの電子化・一元化を図るための

業務委託でございます。 

次に、歳入について御説明させていただきます。予算書の２２ページをお願いいたします。

１２款使用料及び手数料２項４目農林水産業手数料１節農業手数料４万２千円は、受理証明

ほか７種の証明手数料などでございます。 

次に予算書の２６ページをお願いいたします。１４款県支出金２項５目農林水産業費県補

助金１節農業費補助金のうち農業委員会所管分は、農業委員会費１６５万７千円と、食料安

定供給特別会計交付金の２万５千円のほか、機構集積支援事業費３８１万３千円であり、い

ずれも定額補助となっているところでございます。農業委員会費の１６５万７千円につきま

しては、農業委員会法第２条に規定しております市町村農業委員会が農地法などに定められ

た業務を行う経費で、国が交付するものであり、充当先は農業委員及び職員の人件費等でご

ざいます。食料安定供給特別会計交付金の２万５千円につきましては、自作農財産管理を取

り扱う市町村に対しまして、その事務に要する経費を国が補助金を交付しているものでござ

います。 

予算書の２７ページをお願いいたします。機構集積支援事業費の３８１万３千円につきま

しては、農業委員会等による農地の利用関係調整、遊休農地解消対策の強化や農地集積・集

約化の推進、農地基本台帳の電子化と地図の一元化の整備等に必要な経費を支援するために

交付される補助金でございまして、農地利用対策事業費に財源充当するものでございます。 

次に予算書の３１ページをお願いいたします。１９款諸収入４項４目農林水産業費受託事

業収入１節農業費受託事業収入の５５万円につきましては、農業者年金基金からの事務委託

費でございます。 

次に３３ページをお願いします。１９款諸収入５項４目雑入２０節雑入のうち３３ページ

上から１１行目にございます全国農業新聞普及推進助成金６万２千円は、全国農業会議所か

ら農業新聞普及活動費として交付されているものでございます。 

以上で、農業委員会所管分の説明を終わらさせていただきますが、答弁につきましては、

私と担当係長でさせていただきますので、よろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

 事務局長の説明は終わりました。 

 これより質疑に入ります。 

野畑直委員 

７３ページの６款１項１目農業委員会の委員の報酬のところなんですが、耕作についてで

すね、農業委員会のほうで契約は農業委員会を通じてということで農業委員の方が間に入ら

れますけれども、この契約された分についての契約料ですね。そういうときに契約までは農

業委員の方がされるんですが、その契約料のやりとりについては何らタッチされていないよ

うに感じるんですが、その辺をお聞かせください。 

内園農業委員会事務局長 

農業委員の方が集積された分については、農地流動化活動という事業でやっているんです

が、これにつきましては農地基盤法、整備促進法という事業で行っておりますので、これに

ついては農業委員会事務局のほうが行うということで、３条申請なんかと違いまして、その

手数料が発生しないと。職権で所有権移転の場合も法務局まで行うということで、農業委員

の斡旋活動に基づくもので、なおかつ相手が認定農業者等の要件を備えた者への賃貸借等が
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行われる場合については、その費用は発生しないものであります。 

野畑直委員 

私が聞きたいのはですね、賃貸借を行った場合に、土地所有者と耕作をされる方の契約は

農業委員会を通じてしなさいということはよく言われまして、農業委員会を通じて契約はす

るけれども、その契約料等について農業委員会のほうで、個人と個人ではなかなか話がもつ

れる場合もあると思うんですけれども、その中で農業委員のほうにもうちょっと間に入って

もらって、その契約の書類はつくってもらうわけですから、もう少し農業委員のほうでその

契約料について間に入ってもらうことはできないのかということを聞いてるんです。 

内園農業委員会事務局長 

小作料についてもですね、農業委員さんが入ってる分については農業委員さんの部分で、

基本的には使用貸借になるのか、小作料を年間５千円にするのか、１万円にするのかといっ

たのは、私の認識している中では農業委員さんのほうが入られた分については小作料につい

ても仲介というか、仲を持たれた段階で設定されているものと思っているところでございま

す。 

［発言する者あり］ 

失礼しました。小作料の設定でなくて、支払いが例えば滞っているとか、いろんなそうい

った分について農業委員が仲に入って、きちんとそこら辺を調整してくださいという趣旨の

お尋ねということで回答させていただければ、おっしゃるとおり、農業委員とか農業委員会

がそういった部分がありましたら、今後きちんとした形で御相談をさせていただきたいと思

います。 

野畑直委員 

これは実例があるから申し上げてるんですが、やはり農業委員会としてこういうことはき

ちんと契約をしてもらいたいということを言うんであれば、年間の契約、いえば小作料を決

めるんだからその後の様子が、例えば３年で契約したのか、５年で契約するとかいろいろあ

ると思うんですが、やはり１年に１回、精算がきちんとできているのかどうかということは、

やはり第三者である農業委員の人たちが確認をするぐらいのことはしないと、３年経って、

次５年経って契約が終わったから、あなたはまた切れますけどどうされますかというのが、

今の農業委員会のやり方だと思うんですよ。しかしながら、契約書は農業委員会のほうで保

管してあるわけだから、その辺は農業委員としてきちんと契約どおり実施されてるかどうか

というのを私はもう少し気にかけてもらいたいというところを言ってるんですが。 

内園農業委員会事務局長 

そういう趣旨に基づきまして、次期農業委員会の折でも事務局からのお願いということで

御報告をさせていただきます。 

［野畑直委員「はい、お願いします。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

木下孝行委員 

今のに関連して、今、国が農業委員会を通じて県の農業委員会ですけ、鹿児島県農業会議

ですけ、そこを通じて中間管理機構というのを、確か今年度から進めていく形になってると

思うんですけど、そうした中で今の問題はたぶん担保されていくんじゃないかと思うんだけ

ど、今の話を聞いて今後そういうふうにって、そういうのはもう決まってるんじゃないです

か、その試行の中で、新しくやっていく中で。 

内園農業委員会事務局長 

今お尋ねの農地中間管理機構、これにつきましては一般的に集積しました農地を相手方が

即座に見つからないとか、もうすでに決まってて、相対（あいたい）を正式に書類を通して

賃貸借を結ぶとかというような状況がない場合、要するに貸し手はいるんだけれども借り手

がなかなか見つからないという場合に、農地中間管理機構で一時保管という形で一時預かる
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と。もしくは耕作放棄地等のすぐに耕作できないような不便な農地、これを使い勝手のいい

というか、すぐ耕作できるような状態に簡易な圃場整備をしてお貸しするという意味での農

地中間管理機構となりますので、すべてが農業委員会が今やっている部分が省略できるとい

うことではなくて、そういった特別な事情の部分について農地中間管理機構、もしくは最初

から農地をだれに貸すということではなくて、農地中間管理機構に預けますので借りたい人

がいらっしゃった場合は貸してくださいというような趣旨のものが位置づけになるものと思

っているところです。 

木下孝行委員 

結局、集積して貸して、契約をして小作代というのが発生した中で、そこの部分までは結

局中間管理機構というのは介入しないということなんですか、今の現状では。 

内園農業委員会事務局長 

中間管理機構が間に入って貸す部分と貸さない部分の説明を先ほどさせていただいたんで

すが、今回、中間管理機構が中に入って中間管理機構で一時保管していたものを貸す場合、

そういった部分については中間管理機構のほうで内容等についてお互いの部分の調整をしな

きゃいけないということになろうかと思いますが、今、国が示しているのは中間管理機構の

運営等については市町村にお願いしたいと。一時保管している分について、だれも借り手が

いなかった部分の農地、これを荒らさないように一時的に保管する部分、管理する部分、農

地の具体的な管理についてはこれを中央会、末端でいったらＪＡ等にお願いしたいというよ

うなことで国の方針は出されていますが、平成２６年度からの事業実施になる予定になって

おりますが、まだ鹿児島県はそこの部分についての調整が完全に完了してないということで、

２６年度のいつから管理機構が運営できるかといったところの状況です、現状として。 

木下孝行委員 

今の話を聞けば今後進めていく中で、国のほうは自治体にそこらの細かいところが任せて

いくということですので、あれば今野畑委員が言ったみたいにですね、そこを完全にしない

と貸し手はいなくなりますよ。そこをクリアーしていかんと、きちっとしてちゃんと貸した

側にきちっと、いわゆる小作代が入っていく形をつくってあげないと貸し手はなかなかいな

いと思いますから、その辺はぜひ今後検討してください。以上です。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

私の認識不足かわからないんだけどね、例えば先ほど野畑委員の話の中でですよ、賃貸契

約、農業委員会がちゃんと事務処理をしますよね。３条申請の事務処理をしますけれども、

そこで、例えば小作料が発生しますよね。その小作料を毎年毎年ね、払いましたか、もらい

ましたかというのをね、農業委員会及び察知した農業委員がそれを確認して管理するという

ことのほうが私はね、おかしいなと思うんです。何でかっていうのは、小作料は１万円です

よって、１万円払ったか、払わないかって、払ってもらえない人はね、私は払ってもらえな

いんですがとあくまで農業委員会のほうにちゃんとしてくださいよって言って申告する。そ

れに基づいて農業委員は払ってないそうですねって、払いなさいよっていう。中にはそこま

で全然しないでもね、ちゃんと支払う人もいると思いますよ。だから、農業委員会及び農業

委員がそこまで自分が中に入って契約した分についてですね、毎年毎年チェックせないかん

なんていうのはね、これはどうも私に言わして納得できないですよ。当然、もらう権利のあ

る人がもらえない場合には私もらってないんですがって仲介した人に言う、これは常識的な

範囲ですよね。そこまで介入せないかんのですか。 

内園農業委員会事務局長 

私の説明の不足の部分もあったかと思いますが、今、山田委員指摘の部分で言いますと、

お互い司法書士をとおして３条申請なりを結ばれた場合、これはもう農業委員を介してなく

て、お互いでの合意のもとでの賃貸借になるかと思いますので、私はそこの部分以外のとこ
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ろで、農地流動化で農業委員が間に入った部分での小作料の設定をされた分について、これ

についての答弁をさせていただいたつもりだったんですが、それでもそこまで全部把握して

せないかんとかという御意見もあるかと思いますが、２５年度の事例で言いまして１件確か

に農業委員が間に入って設定した部分で賃料が入ってこないということでの御相談を受けま

して、農業委員会及び農業委員で対応したケースもあったところです。そういったものを含

めて、なるべくそういう事態がおきないように対処しなければいけないということで答弁を

させていただいたところでございました。 

山田勝委員 

それはね、例えば農地だから農業委員会が介入するわけですよね。農地だから農業委員会

が介入する。だから借地代じゃなくて、農業委員会が農地については小作料としての支払う、

もらう側でしょう。だからそれを例えばちゃんとした契約に基づいてやってですね、お金を、

小作料を支払う。これは当たり前の話しですよね。もらう、これも当たり前の話です。それ

を僕は先ほど局長の話を、説明を聞いておればね、そこまで毎年もらったか、もらわないか、

払ったか、払わないかということをね、ずっとチェックせないかんというのはね、そこまで

せないかんとやって、そこまでする必要はないです、と僕は思います。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

野畑直委員 

今のところですけど、確かに今話しの流れの中で毎年ということを私も使いましたけれど

も、その毎年チェックしろとか、そういうことではなくて、農業委員が入って契約した中で

次の契約のためにもそういうしっかりと払われていたかどうかのチェックはする必要がある

んじゃないですか、その程度のことは把握しとってもらいたいという、次の契約に向けても

スムーズにいくだろうし、そういうことを含めて、言葉として毎年という言葉も確かに使い

ましたけど、そこまで管理をするというんじゃなくて、農業委員の方に契約に入ってもらう

わけだから、たまにはどうですかというような話ぐらいで把握するという形をとってもらい

たいということを言ったつもりでした。 

木下孝行委員 

私が言ったのはですね、システムの中で今後検討していくんであればですね、貸す側、借

りる側、うまくやっていくためにはそういった形を今後は検討していかんといかんですよと。

誰も毎回毎回チェックするんじゃなくて、そういう形が自然とできる形をやっていかないか

んですということを私は言ったんですよ。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第２３号中、農業委員会所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（農業委員会退出） 

 暫時休憩します。 

 

（休 憩 １５：１２ ～ １５：２１） 

 

（水産林務課入室） 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

次に、議案第２３号中、水産林務課所管の事項について審査に入ります。 

水産林務課長の説明を求めますが、説明は所管の予算内容、新規事業等について、簡潔明

瞭にお願いいたします。 

早瀬水産林務課長 
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議案第２３号、平成２６年度阿久根市一般会計予算のうち、水産林務課所管分について御

説明いたします。 

それでは、歳出から御説明いたします。 

予算書の８３ページをお開きください。６款２項１目林業総務費予算額は２，２１４万６

千円で、前年度比３７万７千円の増額であり、２節給料から４節共済費までは職員３名分の

人件費であります。 

８４ページをお開きください。１９節負担金補助及び交付金の１３万２千円は治山林道協

会ほか３件の負担金が主なものであります。 

次に、２目林業振興費予算額は１億３５４万９千円で、前年度比１，７９０万円の増額で

ありますが、これは有害鳥獣関係で１，９７５万円の増、産業祭の事務局が農政課へ移った

ことによる２００万円減が主なものであります。それでは、各節ごとに主なものについて説

明いたします。８節報償費５０６万円は、捕獲協会員による有害鳥獣捕獲時に、鳥獣の種別

に応じ支払っている謝金４８１万４千円が主なものであります。平成２６年度は、イノシシ

３５０頭、シカ３００頭、カラス３００羽、アナグマ１６０頭、野ウサギ１０羽を予定して

おります。１１節需用費の消耗品に、有害鳥獣捕獲許可番号プレート３００枚１１万円、イ

ノシシ・シカ肉料理教室用食材費９万円を計上しました。 

予算書の８５ページに移ります。１３節委託料では、有害鳥獣被害捕獲対策推進業務委託

ほか７件分を計上しました。この事業につきましては、昨年度同様、耕作者からの被害相談

に即応し、被害の最小限化、予防策等、早期解決を図ることを目的に、捕獲協会に委託しよ

うとするものであります。被害箇所での早期対応、捕獲方法の検討、わなの設置、耕作者へ

の防護指導、現地での会員へのとめ刺し指導等が主な業務内容となっており、平成２５年度

の通報件数は前年度を上回る１６１件でありました。また、この委託によりとめ刺し後継者

は６名にふえ、市内全域で迅速な対応ができたものと考えております。また、市内各地に設

置された箱わなを、個人監視以外に５地区、１０名による定期的な見回りと給餌、連絡・通

報体制をとったことから、平成２５年度の捕獲期における捕獲頭数は前年度比１６１％の４

２５頭となったところであります。 

１５節工事請負費３，２７７万３千円は、林道舗装工事２件、作業道舗装工事１件分であ

り、元気臨時交付金２，８１０万円、過疎債１８０万円を活用し、市負担分２８７万３千円

で事業実施しようとするものであります。 

１９節負担金補助及び交付金４，３９８万８千円のうち、金額１００万円以上のものにつ

いて説明いたします。 

紫尾幹線林道維持管理協議会２２９万４千円は、紫尾林道を所管する３市１町で組織する

紫尾幹線林道維持管理協議会への負担金であります。県営県単治山事業２００万円は、尾

崎・鎌津倉地区において県が実施する治山事業費の１０分の１を負担するものであります。 

イノシシ被害防止事業費４９０万５千円は、捕獲要請を受けた捕獲協会員に対する保険料

相当額と、出動したときの出動人員に応じ補助金を交付しているもので、鳥類捕獲の場合１

人当たり１，５００円、獣類捕獲の場合１人当たり１千円を交付しているものであります。

鳥類捕獲で３００人、獣類捕獲で４千人を予定しております。 

健全な森林づくり事業費２００万円は、スギ・ヒノキの間伐に要する経費の一部を助成し、

間伐の推進を図るもので、北薩森林組合へ１ヘクタール当たり５万円の補助金を交付するも

ので、平成２６年度は４０ヘクタールを予定しています。 

森林整備地域活動支援事業費３２９万８千円は、森林施業計画を結んでいる北薩森林組合

と鹿児島県森林整備公社が、森林施業のための地域活動を行った場合に交付するものであり

ます。この事業に対する負担割合は、国が５０％、県と市が各２５％となっております。 

作業道急坂局部舗装事業費５５６万５千円は、林業における作業道の急坂部分を作業の効

率化と安全確保のため、受益者が行う舗装工事に対して費用の７割を市が補助するものであ

ります。平成２６年度は全長１，３００メートルを予定しております。 
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予算書８６ページをお開きください。竹林改良促進支援事業費２５０万円は、平成２４年

度からの市単独事業であり、竹林所有者がチップ材として搬出する竹材に係る労務費の一部

を市が助成することで、竹林改良の促進と竹資源の有効活用を図ろうとするものであります。

支援内容としましては、キロ当たり１円の助成金を交付するものであります。 

イノシカ肉流通対策事業費２，０６９万２千円は、平成２５年度からの事業であり、農林

産物に被害をもたらすシカ、イノシシの捕獲増、解体後継者の育成、ジビエ肉の消費拡大を

目的とした事業であります。事業内容としましては、昨年６月に捕獲協会において建築され

ましたいかくら阿久根での解体作業を条件に、解体作業及び会員への解体指導費としての助

成、解体したシカ、イノシシの残さ処理費用、猟期内捕獲への助成、加工肉の販売・流通に

かかわる人件費の助成が主なものであります。解体作業及び解体指導助成に８００頭分１，

６００万円、残さ費用として８００頭分２４０万円、猟期中に捕獲したシカ、イノシシに対

して１５０頭分９０万円、流通対策費として１３９万２千円を計上しました。なお、有害鳥

獣捕獲事業につきましては、過疎債２，６００万円を活用予定であります。 

次に、３目市有林造成費でありますが、予算額は８２６万７千円で、前年度比１２０万１

千円の減額であります。減額の主な理由は、脇本海水浴場側面の下永田原市有林支障木伐採

業務費がなくなったことによる減額であります。 

それでは、主なものについて説明いたします。７節賃金１７４万４千円は、市有林造成単

独事業における維持管理作業員と作業道刈払い作業員の賃金が主なものであります。１２節

役務費は、森林が災害によって損害を生じた場合、その損害を補償するために加入している

森林国営保険料３８３万１千円が主なものであります。２５節積立金４千円は、阿久根大島

名勝松造成基金の利子を積み立てるものであります。なお、平成２５年度末の積立額は１，

５９０万８，２５５円であります。 

続きまして、災害復旧費に移ります。予算書１２４ページをお願いいたします。１１款４

項３目単独林業施設災害復旧費３５０万円は、１４節使用料及び賃借料の３０６万２千円、

災害時における林道復旧作業のためのグレーダー等の借り上げが主なものであります。 

それでは、水産業関係について説明いたします。 

予算書８６ページに戻ります。６款３項１目水産業総務費でありますが、予算額は４，１

４８万４千円で、前年度比８万３千円の増額であります。 

それでは、各節ごとに主なものについて説明いたします。２節給料から４節共済費は、課

長、水産係５名、うち栽培漁業センター２名です。計６名分の人件費であります。 

予算書８７ページに移ります。１９節負担金補助及び交付金８４万２千円は、予算書に示

してあります９件の運営費等負担金であります。 

２目水産業振興費でありますが、予算額５，４６９万７千円で、前年度比１９５万６千円

の増額であります。増額の主なものは、１９節負担金補助及び交付金のうち、８８ページに

移ります。商談会出展事業１３２万円の増、新規の農林漁業体験民宿誘致事業２３６万１千

円の増であり、減額分は、昨年実施しました体験型農林漁業発掘事業の終了に伴う２５５万

８千円の減であります。 

それでは、各節ごとに主なものを説明いたします。予算書８７ページに戻ります。１１節

需用費６９万７千円は、水産振興センターの電気、水道料金及び魚食普及を目的とした料理

教室等の開催に伴う材料代などが主なものであります。１９節負担金補助及び交付金５，２

１３万１千円のうち、金額１００万円以上のものについて説明いたします。 

予算書８８ページをお開きください。水産物流通対策事業は北さつま漁協による外来船の

誘致活動及び寄航船への氷代補助への助成、定額の２５０万円と、引き続き漁業者に対し氷

代２，９００万円を助成しようとするものであります。 

稚魚放流事業２９１万５千円は、北さつま漁協分として、ヒラメ、アワビ、オニオコゼ、

アカウニで２５５万円、高松川内水面漁協分として、アユ、ウナギ、モクズガニ、コイで３

６万５千円を計画しております。 
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あくね新鮮おさかな祭りにつきましては、ことしみどこい祭りが秋期開催を決定したこと

から、おさかな祭りを夏の祭りとして、早めの実行委員会立上げを協議しているところであ

ります。 

商談会出展事業につきましては、７月に東京で開催されるインターフードジャパンと２月

大阪で開催されるシーフードショーへの出展事業者及び出展依頼商品がふえていることから、

昨年より１３２万円増の４１１万円を計上するものであります。 

磯焼け対策事業も、市単独事業として引き続き３００万円を計上しました。平成２６年度

もより多くの沿岸域の藻場造成を実施する計画であり、また、市内の中学生による磯場体験

学習も引き続き開催してまいります。 

栽培漁業後継者育成事業３９６万７千円は、平成２５年度からの継続事業として、北さつ

ま漁協で放流を計画しているヒラメ、アワビ等の種苗生産の専門員育成に対し助成すること

により、本市種苗生産の後継者育成をしようとするものであります。 

農林漁業体験民宿誘致事業２３６万１千円は、平成２６年度の新規事業として実施しよう

とするものであります。昨年、あくね遊々体験倶楽部により県外から２校の教育旅行を受入

れ、ことしはすでに春３校、秋２校の教育旅行受け入れが予定されています。この事業の目

的は、受入家庭の増加と受入体制の充実を図るため、定期研修会の実施、教育旅行時の引率

者対応、モニターツアーの実施を行うことのほか、農家・漁家民宿による一般客の体験宿泊

を促進するため、交流人口増、観光客増をめざす事業者等において誘致コーディネートした

場合に、一人当たり２千円を助成しようとするものであります。ことしは２００名分４０万

円を予定しております。 

２４節投資及び出資金４０万円は、鹿児島県漁業信用基金協会の出資金であります。出資

金残高は、平成２５年度末で２，１１０万円になります。 

２５節積立金１万１千円は、水産振興基金の利子を積み立てるものであります。なお、平

成２５年度末の積立額は５，４８６万９，２２２円であります。 

同じく３目漁港管理費でありますが、平成２６年度より都市建設課から所管がえを行った

ものであります。ちなみに、市内の漁港では、第３種漁港としての阿久根漁港、これには旧

港、新港、赤瀬川、倉津港を含んでおります。こちらにつきましては県管理であり、第一種

漁港の脇本漁港、これには脇本浜、深田、関穴浦を含んでおります。これと佐潟漁港、牛之

浜漁港の３漁港を本課で担当することになります。また、港湾については、従来どおり都市

建設課所管であり、大漉、小漉、八郷、高之口の４港湾と、県管理の黒之浜１港湾がありま

す。 

それでは、漁港管理費について御説明いたします。予算額８８２万４千円で、前年度比３

３２万８千円の増額であります。それでは、各節ごとに主なものを説明いたします。１１節

需用費のうち主なものは、光熱水費９２万１千円であり、サンセットロード及び環境緑地施

設の電気料であります。１３節委託料は、漁港使用料徴収業務委託ほか２件の管理業務委託

であります。８９ページに移ります。１５節工事請負費５０万円は、漁港の緊急的な修繕費

であります。 

続きまして、５目栽培漁業センター費でありますが、予算額は４，１１０万１千円で、前

年度比２，１５５万４千円の増額であります。増額の主なものは、９０ページをお開きくだ

さい。１５節工事請負費の栽培漁業センター改修工事費であります。 

それでは、各節ごとに主なものを説明いたします。８９ページにお戻りください。１節報

酬、４節共済費、７節賃金は、嘱託員１名の報酬と臨時職員１名の賃金と社会保険料であり

ます。１１節需用費は、種苗のえさ代及び電気料が主なものであります。１３節委託料は、

警備業務ほか４件の業務委託であり、９０ページに移ります。１５節工事請負費２，１９３

万円は、栽培漁業センター内のグレーチング交換工事であり、海水により塩害腐食したグレ

ーチングを新たに交換するものであります。なお、この工事費のうち１，７１０万円は電源

立地地域対策交付金を充当する予定であります。 
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次は歳入について御説明いたします。予算書２０ページをお開きください。１２款１項４

目２節林業使用料２３万６千円は、鶴川内地区集会施設及び山村開発センターの施設使用料

及び冷暖房代であり、３節水産業使用料２万円は、脇本漁港内の給油施設及び九電柱１１本

分の占用料と栽培漁業センター敷地内にある九電柱１本の占用料であります。 

次に２２ページをお開きください。２項４目２節林業手数料２万７千円は愛鳥飼育許可手

数料であり、３節水産業手数料１万９千円は船員手帳交付手数料であります。 

２７ページに移ります。１４款２項５目２節林業費補助金５６５万５千円は、松くい虫被

害秋期駆除事業費ほか４事業に対する補助金であります。３節水産業費補助金１２万５千円

は藻場・干潟等保全活動の事務費補助であります。 

２８ページに移ります。３項５目２節林業費委託金９６万６千円は、松くい虫特別防除事

業費と市町村権限移譲交付金であり、３節水産業費委託金１１万６千円は、漁港使用料徴収

費と港勢調査費委託金であります。 

２９ページに移ります。１５款１項２目１節利子及び配当金のうち当課所管分は、水産振

興基金利子１万１千円と阿久根大島名勝松造成基金利子４千円であります。２項３目１節生

産物売払収入のうち当課所管の分は、栽培漁業センターの種苗代１，３５０万円であります。

なお、内訳としましては、ヒラメ１０万尾、アワビ１５万個、オコゼ１万尾、アカウニ１０

万個を予定しています。 

３２ページに移ります。１９款５項４目２０節雑入のうち当課関係分は、雇用保険料、私

用電話料その他と３３ページの原子力給付金と漁港環境緑地施設照明使用料であります。 

３４ページをお開きください。２０款１項５目２節林業債２，７８０万円は、林道整備事

業債と有害鳥獣捕獲事業債であり、３節水産業債２，４２０万円は、水産業活性化事業債と

商談会出展事業債であります。 

以上で水産林務課所管の平成２６年度当初予算説明を終わりますが、答弁につきましては、

私並びに担当係長より答弁させていただきますのでよろしくお願いいたします。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

課長の説明は終わりました。 

これより質疑に入ります。 

牟田学委員 

９０ページのですね、農林水産業費の１５節工事請負費２，１９３万、課長の説明でグレ

ーチングの更新と言われましたけれども、枚数はどういう。栽培センターのすべてを変える

ということですか。 

大石水産係長 

お答えいたします。金属製のグレーチング２４６枚、それと樹脂製の側溝のふた４０枚の

交換を予定しておりますが、昭和６３年から平成４年にかけて入れた栽培漁業センターの施

設の屋内の部分と屋外、腐食の激しいものすべてというふうに考えております。 

牟田学委員 

これはよくわかりました。もう一つ、予算にはちょっと関係ないんですれども、一つちょ

っと聞きたいのは、お魚市をするところがあるじゃないですか。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ちょっと休憩します。 

 

（休 憩 １５：４６ ～ １５：４７） 

 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

休憩前に引き続き委員会を再開いたします。 

ほかにありませんか。 

中面幸人委員 
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８８ページ、６款２項２目の１９節のですね、説明がありました農林漁業体験民宿誘致事

業でございますが、今の農家、漁家かな。民宿というか泊まれるところ、何戸数ぐらいある

のか教えてください。 

早瀬水産林務課長 

実際に修学旅行の場合は鹿児島県のほうの教育旅行の基準に合わせて許可なく受け入れを

することができるんですが、一般の農家、漁家民宿であれば簡易な旅館業の許可をとってい

ただくことになります。ところがこれを今許可をとってあるところは１軒もございません。

そういうことでこの事業を通じて、例えば阿久根大島辺りでしけのときに土、日キャンセル

になると。そして行き場のない人たちをできたら漁家体験とかそういうのを含めて漁業者の

ところに泊まるとかですね、そういう体制をつくるために、今からその辺を許可をとってい

ただきたいというところでこの事業を推進しようとするところです。 

中面幸人委員 

すでに春と秋に修学旅行の受け入れを決めていらっしゃるということでございますけど、

その人たちも今回、こういうところに泊まるということですか。 

早瀬水産林務課長 

修学旅行の場合には、一応、３月ですね、保健所等の食品衛生の研修等も受けまして、一

応、手を上げられたところで農業、漁業体験ができる家庭で、今のところ３０軒ほど市内に

ございます。そこで受け入れを予定しております。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

大田重男委員 

６款３項２目のですね、商談会出展事業なんですけど、これは農政課とすると約３倍近い

金額なんですけど、今までシーフードショーとかいろいろやってますよね。その中で商談を

やって契約成立の状況というのをちょっと教えて欲しいんですけど。わかりますか。 

大石水産係長 

説明させていただきます。これまでに平成２２年度以降、年に１回か２回、それぞれ東京

と大阪で商談会に出展してきてます。これまでに出展してきている業者は、少ないときには

東京で４業者、多いときには１０業者出展してまして、その場での商談というのも非常に多

いんですけれども、帰って来てから見本を要求されたり、サンプルを送ったりということで、

こちらからさらに営業活動しているようです。それ以外にもですね、契約があった会社から

の紹介ということで、商談会ではお会いできなかった会社からの取り引きというのも随分始

まっているように聞いています。金額はこれまでのところ、今年度の分はまとめておりませ

んが、昨年度までのもので言いますと、例えば、昨年の東京のシーフードショーの際には５

２０万ほどの契約となっております。その前の大阪でのシーフードショーのときには４０万

円ほどというふうに聞いております。報告のあった分はですね。その前のとしの第１３回シ

ーフードショー東京では６３０万円ほどの取り引きの契約というふうに聞いております。以

上です。 

［大田重男委員「わかりました。よろしいです。」と呼ぶ］ 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

山田勝委員 

今のね、それに関連して。結局対象になる業者が４業者とか１０業者というけど、これに

は具体的にはどういう業者が行くんですか。 

大石水産係長 

私どもは水産ですので、水産加工をしてる方、あとは水産の仲買の方を対象としておりま

す。 

山田勝委員 
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私は加工したものを、阿久根の品物を売買するという段階になったらですね、むしろ水産

業からはずれて商工業になってるのかなと思ったものですからね、聞いただけですから、そ

れはそれでいいですよ。 

それからもう一つですね、この中にくじらのね、何かに１万円予算を計上してあるんです

が、阿久根はくじらをこちらで売りおった、あれはどうなってるの今。今どうなってるの。

扱ってるの、扱っていないの。 

大石水産係長 

昨年度も山田委員のほうからおっしゃられましたけれども、最近は漁協さんのほうが取り

扱いをやめておりますので、市としても取り扱いはしておりません。この事務局を担当して

いる和歌山県の太地町のほうにこの捕鯨を守る全国自治体連絡協議会についての脱退につい

て話をしました。相手からの回答ですと、日本人はこれまでくじらは油や肉だけではなく、

貴重なタンパク源として日本人は利用してきましたと。その食文化を守っていくためにもさ

まざまな関係する自治体、団体が加盟をして食文化を守っていきましょうという、そのため

にも継続して加盟していただきたいというような回答でございました。この団体に加盟して

いることで活用できる事業というのはこれからも見つけて検討していきたいというふうに考

えております。 

山田勝委員 

そういうことだったらね、全然取り引きも漁協もする気も何もないのにね、何もする必要

もないかなと思いながら、でも現実にはやっぱりね、これだけくじらがたくさんふえてです

よ、水産資源を食い散らかされているのに、くじらはとらないかんですよね、日本の側から

見れば。そういう意味ではやっぱり、そういう形で入っとるんだったらね、これ以上は申し

上げませんので、それで結構です。 

それからもう１件、イノシシのですね、イノシシ、シカの捕獲に対する予算をかなりつく

ってありますよね。いかくらをつくる昨年度に比較してことしは何倍ぐらいふえましたか、

捕獲量が。平成２５年度は２４年度と比較して。 

早瀬水産林務課長 

１６１％前年比となっております。平成２５年度は捕獲期が４２５頭でした。それと猟期

分を合わせますと８５０頭ほどになるかと思います。イノシシ、シカ両方。 

山田勝委員 

私はね、もっともっととってですね、とってといたくって、農作物をいじめないようにし

ないとね、農業する人はかわいそうですよね。ですからね、私はさらに拍車をかけるために

いつも言ってるけど、スタートするときにはね、横断幕を張って、阿久根市の住民とシカと

のたたかいを開始するデモンストレーションをすうごとな、ことしはしてよ。デモンストレ

ーションをしないとテレビが、いのしし課のある武雄市ですか、あそこはいのしし課がある

というだけの話ですよ。阿久根のほうがずっと進んでますよ、技術ももう。いかくらの中も

ですね、阿久根のほうがよかったですよ。だからやはりね、見えるように積極的に、早瀬課

長、取り組んで欲しいですよ。いかがですか。 

早瀬水産林務課長 

この件につきましては、捕獲協会のほうにお話しをしました。そうしたらですね、会長さ

んのほうから、自分は鳥類の保護員でもあると。ですから、実際には山からのめぐみと言わ

れますように、被害を受けている人たちは大変だと思うんだけど、捕獲協会の方々というの

は個体数を多い場合減らすという努力はしますが、その敵というような形での行動はちょっ

と今のところはできないというようなお返事をいただいておりますので、あとは農政課のほ

うとですね、尾崎地区とかそういう被害のあるところについては、そういうデモンストレー

ションでもやっていきたいと思います。 

山田勝委員 

あなたのところはできないんだったら、阿久根市としてはね、デモンストレーションをう
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まくやっていかないとね、市民も住民も自分のものとしてイノシシがふえてよかと思とった

だいもおらんたっで、イノシシがふえてよかと思ってる人もですね。イノシシはまさかの、

例えば私の庭先まで来るわけやっで、こんごろは。たくさんあるんですよ、里村までずっと

イノシシもシカも回って来てるんですから。鶴川内に行ってみなさい。夜に回ったら、人間

とは会わないけどシカばっかりですよ。そういう中で、やはりたたかいをせないかん、デモ

ンストレーションをせな、それを住民にも認識してもらわないかんから、そんな牧尾さんも

言わあもんじゃね、まこて。 

予算特別委員長（岩﨑健二委員） 

ほかにありませんか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

なければ、議案第２３号中、水産林務課所管の事項について、審査を一時中止いたします。 

（水産林務課退出） 

ここでお諮りいたします。 

本日の審査はこの程度にとどめ散会したいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

［「異議なし」と呼ぶ者あり］ 

御異議なしと認め、本日はこれにて散会します。 

次回は３月１７日、午前１０時より再開いたします。 

 

（散会 １５時５８分） 

 


